
 

 

 



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

はじめに 

 

「門真市健康増進計画・食育推進計画 健康かどま

21」は、平成 25（2013）年３月に 10年間を計画期間と

して策定し、基本理念を「あなたが主役 みんなでひ

ろげる健康づくりと食育の輪」と掲げ、「すべての門真

市民が健康で笑顔あふれる毎日を過ごす」ことをめざ

してまいりました。 

本計画策定から５年が経過し、少子高齢化の急速な進展や人口減少が加速する

中、医療と介護の需要の変化と相まって、疾病予防や健康の保持増進に関するニー

ズも多様化し、これらへの対応が求められており、このたび、中間評価及び計画改

定を行う運びとなりました。 

中間評価及び計画改定にあたりましては、現状把握のために実施した市民アン

ケート結果をもとに、国や府の方針及び動向等との整合性を図りつつ、計画の最終

年度である平成 34（2022）年度における評価指標や目標値を改めて見直し、今後

の本計画推進の方向性をまとめ、策定いたしました。 

いつまでも、健康で心健やかに暮らすことは、誰もが願ってやまないことです。

この願いをかなえるべく、最終年度の目標達成に向けて、本市がかかえる健康や食

に関する課題の解決をめざし、個人や家庭、地域、行政が一体となって、健康づく

り事業に取り組んでまいりますので、市民の皆様のより一層のご理解とご協力を

いただきますよう、お願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定にあたり、ご協力をいただきました門真市健康増進計画・

食育推進計画審議会の委員の皆様をはじめ、アンケート調査やパブリックコメン

トにご協力いただきました皆様に心より厚く御礼申し上げます。 

 

 

平成 30（2018）年３月 

 

門真市長 宮本 一孝 
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本市では、健康や食育を取り巻く現状・課題などを踏まえ、市民一人ひとりが主体的かつ継続的

に健康づくりや食育の推進に一体的に取り組むことができるよう、平成 24 年度に、「あなたが主

役みんなでひろげる健康づくりと食育の輪」を基本理念とした「門真市健康増進計画・食育推進計

画～健康かどま 21～」（目標年次：平成 34(2022)年度）を策定しました。 

このたび、策定後５年を経過したことから、中間年としての評価を行い、これを反映した改定計

画を策定します。 

この改定の意義を次のようにとらえます。 

 

健康と食育に関する市民の意識と行動の変化を反映すること 

平成 25年以来、本市の総人口は減少傾向で推移していますが、65歳以上の人口は平成 24年

４月１日の 30,390人から平成 28年同日の 35,003人へと、この間に約 15％増加し、要介護

認定者も増加し続けるなど、人口構造の変化に応じた健康づくりのための方策を検討することが求

められています。 

また、寿命が伸びるだけでなく、病気を予防し、いきいきと日常生活を送れる健康状態をできる

だけ長く維持することに対する市民のニーズも高まりつつあります。 

このような中、これまでの期間において、健康づくりや食育の推進に対する市民の意識や行動の

変化を明らかにし、必要に応じて計画を見直すことが求められています。 

 

国や府の新たな動向を反映すること 

国においては、平成 24年７月に国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針と

して「健康日本２１（第二次）」を公表し、従前より進めてきた生活習慣病などの「一次予防」を重

視し、健康寿命の延伸を図るという理念を継承しつつ、「健康格差の縮小」「重症化予防」「健康づく

りに無関心な者も含めた環境整備」などの視点が新たに盛り込まれました。また、食育についても

平成 28 年３月に「第３次食育推進基本計画」が策定され、５つの重点目標が掲げられています。 

また、大阪府においては、「第 3 次大阪府食育推進計画」「第 3 次大阪府健康増進計画」が平成

30年３月に策定されます。 

見直しにおいては、これらの動きをとらえて反映する必要があります。 

 

  

1-1 策定の背景と趣旨 
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本計画は、「健康増進法」第８条に基づく市町村健康増進計画、「食育基本法」第 18条に基づく

市町村食育推進計画として位置づけられる計画であり、国の「健康日本 21」や「食育推進基本計

画」、大阪府の「大阪府健康増進計画」「大阪府食育推進計画」などに対応し、またこれらと整合す

るものとします。 

また、「門真市第５次総合計画」を上位計画とし、本市の健康づくりや食育推進に関する施策・事

業を進めるための計画として位置づけ、関連計画などとの整合性を図るものとします。 

 

 

 

  

1-2 計画の位置づけ 

門真市第５次総合計画 
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本計画の期間は、平成 25(2013)年度から平成 34(2022)年度の 10年間を計画期間としてい

ます。なお、今回の中間評価・改定を踏まえ、最終年度である平成 34（2022）年度中に最終評

価を行い、計画の見直しを行います。 
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以下の取組を通じて、本計画の策定（中間評価による改定）にあたりました。 

１）健康増進計画・食育推進計画審議会 

本計画を策定するにあたって、保健や医療、福祉、教育など各分野の関係者や学識経験者などで

構成する「門真市健康増進計画・食育推進計画審議会」を設置し、計画策定の進め方とともに、健

康や食育に関する現状や課題、計画内容などについて審議を行いました。 

 

２）市民アンケート調査 

市民の健康づくりや食育に関する意識やニーズ、動向などを把握するため、20歳以上市民、 

小学５年生・中学２年生、幼児保護者を対象とした「健康づくりおよび食育に関するアンケート調

査」を実施しました。 

アンケートの実施にあたっては、設問内容を前回調査（平成 24(2012)年実施）と同じとして、

５年間の市民の意識や行動の変化を把握し、評価指標や計画内容に反映しました。 

 

「健康づくりおよび食育に関するアンケート調査」の概要 

 
20歳以上市民 

小中学生 
幼児保護者 

 小学生 中学生 

調査対象 

平成29（2017）年

６月 23 日現在で市

内在住の 20 歳から

74歳の市民を無作為

抽出 

市内小学校の 

小学５年生全員 

市内中学校の 

中学２年生全員 

平成 23（2011）年

４月２日から 25

（2013）年４月１日

に出生した子の保護

者を無作為抽出 

調査方法 郵送による配付・回収 
学校を通じた 

配付・回収 

学校を通じた 

配付・回収 
郵送による配付・回収 

調査期間 
平成29（2017）年 

７月～８月 

平成29（2017）年 

７月 

平成29（2017）年 

７月 

平成29（2017）年 

７月～８月 

配付数 2,000 974 944 1,000 

不着・無効数 15 15 ７ ３ 

有効回収数 582 924 856 432 

有効回収率 29.3％ 96.4％ 91.4％ 43.3％ 

 

３）健康増進計画・食育推進計画策定委員会 

庁内関係部局の代表者で構成する「健康増進計画・食育推進計画策定委員会」を設置し、健康や

食育に関する現状や課題、計画内容の検討を行いました。 

  

1-4 計画策定の進め方 
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４）健康増進計画・食育推進計画策定委員会ワーキンググループ 

庁内で横断的かつ総合的に健康増進施策及び食育施策を推進していくため、庁内関係部局の担

当者などで構成する「健康増進計画・食育推進計画策定委員会ワーキンググループ」を設置し、健

康や食育に関する現状や課題、今後の取組や進捗管理の方向性などについて認識の共有を図りま

した。 

５）評価指標について 

中間評価を行うにあたり、実施した市民アンケート結果を策定時のアンケート結果と比較し、現

状を把握しました。比較の結果や国・府の動向をふまえ、評価指標及び目標値の見直しを行いまし

た。評価指標全体における見直しのポイントは次のとおりです。 

・市民アンケートの返送数が少なかった年代があったため、結果の偏りが生じないよう、対象者の

年代を区切る設定を改め、一部の評価指標を除き 20歳以上という設定にしました。 

・国や府の計画との整合性を図るため、評価指標の追加及び削除あるいは統合を行いました。 

・目標値の設定については、国や府の計画などにおける目標値との整合性を図りました。また市独

自の評価指標の目標値については、本市の現状をふまえ、設定しました。 

 

【パブリックコメントの実施】 

計画について広く市民から意見を募集するため、平成 30（2018）年１月 11日から 31日ま

での間にパブリックコメントを実施しました。 

実施にあたっては、ホームページに掲載するとともに、保健福祉センター、市役所本館入口、市

情報コーナー(市役所別館１階)、南部市民センター、女性サポートステーション(ＷＥＳＳ)、市民

プラザ、こども発達支援センター、ルミエールホール、市民交流会館・中塚荘、市立公民館、文化

会館、図書館本館、老人福祉センター、高齢者ふれあいセンターにおいて閲覧できるようにしまし

た。 

 

  



 

6 

 

 

 

 

人口動向 ・総人口は微減傾向 

・高齢化率は 28.0％で、全国や大阪府より高い（平成 27（2015）年） 

・40歳代や 60歳代後半～70歳代前半の割合が全国や大阪府より高い 

健康寿命 ・健康寿命（平成 27（2015）年）＊ 

 門真市は大阪府 43市町村中、男性 42位、女性 43位 

 （大阪府は、全国 47都道府県中、男性 43位、女性 47位） 

死亡状況 ・死因については、悪性新生物が最も多く、心疾患、肺炎がつづく 

（平成 24（2012）～28（2016）年） 

・標準化死亡比で大阪府の水準と比較すると、男女とも悪性新生物や脳血管疾

患、肝疾患の死亡率が高い（平成 20（2008）～24（2012）年平均） 

医療費 ・国民健康保険被保険者では「腎不全・糖尿病」、後期高齢者では「腎不全」

の医療費が高い（平成 28（2016）年） 

特定健診 
結果 ・男女ともメタボリックシンドローム・肥満・喫煙の割合が、大阪府と比較し

て高い（平成 27（2015）年） 

 

＊ 健康寿命とは 

健康な状態で生存する期間をいいます。健康寿命にはさまざまな指標がありますが、厚生労働科学研究班のま

とめたものによると、次の３種類があります。 

①日常生活に制限のない期間の平均 

②自分が健康であると自覚している期間の平均 

③日常生活動作が自立している期間の平均 

①及び②は都道府県による算出が想定されており、③は市町村による算出が想定されています。 

このうち門真市の健康寿命としては、③｢日常生活動作が自立している期間の平均（介護保険事業状況報告等

のデータより、要介護 2～5 の認定者を「不健康」、それ以外の人を「健康」として算出したもの）」を用いています。 

 

  

2-1 門真市の地域特性 
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運動・ 
身体活動 ・20歳以上の市民において、１日の歩数が、60分以上 90分未満（6,000歩

以上 9,000歩未満）の割合は、前回調査と比較して低下している 

・20歳以上の市民で、現在運動を行っていない人のうち、運動習慣を身につけ

ようと考えている人は 11.2％で、前回調査より低下している 

・骨や関節・筋肉などの衰えにより、歩行などの日常生活に支障をきたす状態を意

味する「ロコモティブシンドローム」の認知度として、「言葉は聞いたことがある

が内容は知らない」と答えた割合は、20歳以上市民では39.5％である 

栄養・ 
食生活 ・小中学生における朝食の欠食率が、前回調査と比較して高く、食べない理由

については、小中学生とも「食べる時間がない」が最も多い 

・朝食を「ほとんど毎日食べる」人の割合は、小学生で 84.1％、中学生では

77.9％で、前回調査に比べて横ばいである 

・男性では30歳代、女性では20歳代で朝食欠食率が他の年齢層より高い 

・男性では 30～40歳代で肥満者が多い 

・野菜の 1日の適正摂取量（大人）が 350ｇだと知っている割合は 20歳以上

で 49.8％、小学生で 18.5％、中学生で 15.3％である 

たばこ ・この半年間に受動喫煙にあったことがあると回答した 20 歳以上の市民は

63.2％で、前回調査を上回っている 

・喫煙経験のある小学生は 2.8％、中学生は 2.2％で前回調査より改善がみら

れるものの、そのうち、最近１か月以内に喫煙したと回答した小学生は

11.5％、中学生は 15.8％であった 

・60歳以上の男性の喫煙率は、全国平均を上回る 

・妊婦の喫煙率は 8.0％で、全国平均の２倍以上となっており、４か月児の母

親の喫煙率も 9.2％となっている 

・喫煙が最大の発症要因である「ＣＯＰＤ(慢性閉塞性肺疾患)」の認知度は、20

歳以上の市民において「言葉も内容も知っている」割合が 9.8％、「言葉は聞

いたことがあるが内容は知らない」とする割合が 29.7％にとどまっている 

こころの 
健康・休養 ・男性 40歳代や女性 20～50歳代では、ストレスを感じる人が 80％以上を

占めて他年齢層より多く、かつ、ストレスを感じる人でストレスを解消でき

ていない人も 40％前後を占める（ストレスが、多量飲酒や喫煙、食生活の乱

れなどの他の健康課題を誘発している可能性もある） 

・「日頃の生活でストレスを感じることがある」と答えた小学生は 61.5％、中

学生は 72.2％で前回調査を上回っている 

・ストレス解消法としては、男性では「趣味を楽しむ」や「寝る」「お酒を飲む」

が多く、女性では「家族に話す」や「買い物をする」が多い 

2-2 健康づくり・食育の現状と課題 
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歯と口の 
健康 ・幼児では年齢とともにむし歯のある割合が高くなり（１歳半 2.6％、２歳半

9.2％、３歳半 22.0％）、大阪府平均（１歳半 1.6％、２歳半 6.6％、３歳半

19.1％）を上回る（ただし、門真市データは平成28（2016）年度、大阪府デ

ータは平成27（2015）年度） 

・小学生ではＤＭＦ歯数（１人当たりの「未処置むし歯」「喪失歯」「処置完了

歯」の合計数）が 0.87 歯、中学生では 1.36 歯となっており、大阪府平均

（小学生 0.63歯、中学生 0.87歯）を上回っている 

・20本以上自分の歯を有する人は、男女とも 20歳代までは 90％以上だが、

男女とも 30 歳代の早期から減少している（男性：30～40 歳代 70％台、

50 歳代で 60％台、60 歳代で 40％台、70 歳以上 30％台・女性：30～

50歳代 80％台、60歳代 60％台、70歳以上 40％台） 

アルコール ・男性の 50 歳代と 60 歳代で、お酒を「ほぼ毎日飲む」と答えた割合が半数

を超えており、男性の中高年層で飲酒する日数が多くなっている 

・男性 30～40歳代では、他年齢と比較して、多量飲酒者が多い 

・多量飲酒の影響について、肝臓病やアルコール依存症の認知度 80％近くを占

めるが、その他の疾患や胎児への影響について知っている人は 50％に満た

ない 

健康管理 ・男性では 20～30歳代で、また女性では 30歳代を除くすべての年代におい

て、過去１年間に健診を受けた人が 80％に満たない 

・20歳以上、小中学生において、実際の体格（BMI）の数値から見える現状と

比較して、自覚している体格は「太っている」と感じている傾向がある 

食育への 
関心 ・食育に関心がある 20歳以上の市民は 70％以上を占めている一方、「関心が

ない」「わからない」と回答した人は前回調査よりも 2.9ポイント上昇してい

る 

食を通じた

コミュニ 
ケーション ・朝食を一人で食べる小学生は 21.3％、中学生は 42.6％で、年齢とともに増加

している 

・夕食を一人で食べる小学生は3.0％、中学生は11.9％で、年齢とともに増加して

いる 

・食事を楽しいと感じない小学生は 3.7％、中学生は 9.9％で、前回調査より増

加している 

食への感謝 
と食文化の 
継承 ・食事の際「いつもあいさつする」と答えた子どもの割合は幼児では 58.8％で、

前回調査より８ポイント低下しました。 

・食べ残しを「もったいない」といつも感じている小中学生は 30％程度で、20

歳以上の 57.7％や幼児保護者の 59.3％と比較すると、低くなっている 
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本市では、「門真市第５次総合計画」において、将来のめざす姿を「人・まち“元気”体感都市 

門真」と定め、６つの基本目標の中に「健やかな笑顔あふれる支え合いのまち」「将来を担う子ども

が育つ教育力のあるまち」という基本目標を掲げて健康づくりや食育を推進しています。 

健康づくりや食育の推進は、市民一人ひとりがその大切さに気付き、自らの身体状況や運動・食

など生活の習慣を省みて、自分にふさわしい目標を設定するとともに、それに向かって主体的に実

践することによって実現されます。 

こうした、市民一人ひとりの意識と行動が、家庭や地域に広がり、その輪がさらに大きくなって、

健やかな笑顔あふれる「人・まち“元気”体感都市 門真」が実現するものと考えることができま

す。 

 

   
「すべての門真市民が健康で笑顔あふれる毎日を過ごす」    

 

 

 

このことから、本計画の基本理念を、これまでと同じく、 

 

 

 

「あなたが主役 みんなでひろげる 健康づくりと食育の輪」 
 

 

 

とします。 

 

  

3-1 計画がめざすものと基本理念 

基本理念 計画がめざすもの 
【健康増進計画】 

すべての門真市民の 

健康寿命の延伸 

【食育推進計画】 

食を通じた健全な心身と 

豊かな人間性の形成 
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本市では今後、基本理念の実現をめざし、本計画に沿って健康づくりと食育を推進していきま

す。本計画の基本方針は以下のとおりです。 

 

門真市が抱える健康・食育に関する課題の解決をめざします 
  門真市民の健康づくりや食育に関する意識・動向、身体などの状況とともに、地域特性など

を十分に整理することで、本市が抱える健康・食育に関する課題を明確にし、それらの課題の

解決に向けた取組を展開します。 

 

 

個人や家庭の主体的かつ継続的な健康づくりや食育の推進をめざします 
  基本理念の「あなたが主役」にも象徴されるように、健康づくりや食育は個人の取組が基本

となります。個人や家庭において、健康づくりや食育活動が習慣化できるよう、初めからハー

ドルの高い行動目標を設定するのではなく、できることから徐々にステップアップできるよう、

段階を踏んだ行動目標を設定し、主体的かつ継続的な健康づくりと食育活動をめざします。 

 

 

 

地域での健康づくりや食育活動の展開をめざします 
  個人や家庭が、できることから徐々にステップアップしながら、健康づくりや食育活動に取

り組んでいくためには、身近な地域で、それらの取組を支える環境づくりが必要不可欠となり

ます。 

  各団体、ＮＰＯ法人、事業所などを含めた地域及び市の既存活動や、計画策定時のワークシ

ョップなどで提案のあった活動などを踏まえ、地域での健康づくりや食育活動のさらなる展開

や新しい仕組みづくりなどをめざします。 

 

 

 

行政（市）が一丸となった健康づくり・食育施策の展開をめざします 
  個人が健康で過ごすためには、生涯を通じた切れ目のない健康づくり・食育推進の取組が求

められています。そのために、行政（市）が一丸となり、健康分野はもちろんのこと、福祉や

教育、生涯学習、スポーツ、まちづくり、産業などさまざまな分野が、本計画を踏まえた横断

的・総合的な健康づくり・食育施策に取り組んでいきます。 

 

  
実効性の高い健康づくり・食育をめざします 

  本市における健康づくり・食育を実効性の高いものにするため、本計画を推進するにあたっ

て、客観性のある評価指標を設定し、関連する取組の進行管理及び評価・検証に努めます。 

3-2 基本方針 
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本計画は、すべての門真市民が健康で笑顔あふれる毎日を過ごすことができるよう「健康寿命の

延伸」をめざす健康増進計画と「食を通じた健全な心身と豊かな人間性の形成」をめざす食育推進

計画を一体的に策定しました。 

そして、「分野ごとの目標」については、策定時と方向性を一致させるため、同じ目標を継続しま

す。また「市民の意識やこれまでの取組」さらには「市のこれまでの取組」を示します。 

この「分野ごとの目標」を達成するため、まず「個人や家庭で取り組むこと」を段階的に明示し

ます。さらに、ライフステージなどに従って「特に期待する取組」を示します。これら、個人や家

庭で取り組むことへの期待のもとに「市や地域が支援すること」を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点分野は、市民の意識や行動の変化、主に市における施策推進の状況と評価などを検討した結

果、「運動・身体活動」「栄養・食生活」「たばこ」を継承します。 

次ページに、計画の体系を示します。 

 

  

3-3 計画の構成と重点分野 

市
民
の
意
識
や
こ
れ
ま
で
の
取
組 

市
の
こ
れ
ま
で
の
取
組 

分
野
ご
と
の
目
標 
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す
る
取
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個
人
や
家
庭
で
取
り
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計画の体系 
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・「ロコモティブシンドローム」という言葉を知っている 20 歳以上市民の割合は 39.5%と低く、

日常的な運動や身体活動が、生涯にわたっていきいきと暮らせることにつながることに対する意

識は高くありません。 

・20 歳以上で現在運動をしていない人のうち、１か月以内に運動に取り組もうと思っている人は

11.2％でした。 

・運動を「いつも行っている」「ときどき行っている」割合は 20 歳以上では、ともに低下傾向で

す。中学生では「週に５日以上運動している」とする割合は増加しました。 

・44.0%の人が「身近に運動できる場」を求めており、運動のために必要なことの第 1 位となっ

ています。また、運動のために必要なこととして「一緒に運動する仲間」の割合は 21.3％と比

較的高く「運動を指導してくれる人」への要望も 14.4%となっています。 

 

 

啓発や情報提供について 

・健康教育講座や健康教室・相談事業での運動指導士による講義・実技指導に取り組んできま

した。健康教育講座は市民のニーズに合わせてテーマを工夫し、実施してきました。健康教室・

相談事業の参加者は増加傾向です。 

 

4-1 運動・身体活動［重点分野］ 

目 標 身体を動かす人を増やす   

市民の意識やこれまでの取組 

市のこれまでの取組 
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場や機会の提供について 

・総合型地域スポーツクラブによるスポーツ・文化の普及に努めてきました。 

・ライフステージ別には、文化会館などでの親子体操教室を開催するほか、高齢者を対象とした 

「歩こうよ・歩こうね」運動を継続してきました。また、介護予防としての情報提供や体操教室

に取り組んできました。 

活動への支援について 

・スポーツ推進委員を育成し、スポーツに親しむ市民のすそ野を広げるとともに、地域スポーツ活

動を支援してきました。 

・スポーツ・レクリエーション大会の開催やスポーツ団体の大会や校区体育祭への支援に取り組ん

できました。校区体育祭の平成 28年度の参加者数は 11,000人にのぼっています。 

・スポーツ活動の促進のため、学校体育施設の開放、スポーツ施設における自主事業への支援、プ

ール利用料金の補助などを行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

１) 運動・身体活動に関する正しい情報の提供・発信 

・保健事業の場や広報紙・ホームページなどのさまざまな媒体を活用して健康寿命の重要性を啓発

するとともに、運動・身体活動と健康寿命との関係についての情報を提供します。 

・市民が運動・身体活動に取り組めるよう、運動・スポーツイベント、地域のスポーツグループな

どについて積極的な情報提供を進めます。 

  

個人や家庭で取り組むこと 

「今日はどれだけ身

体をうごかしたか

な？」と自分にたず

ねてみよう 

ス
テ
ッ
プ 

１ 

意識をして、毎日身

体を動かしてみよう 

ス
テ
ッ
プ 

２ 

運動の記録などをと

って、運動や身体活

動が習慣づくよう心

がけよう 

ス
テ
ッ
プ 

３ 

○ 「できるだけ機会をみつけて、身体を動かす習慣づくり」 

○ 運動不足になりがちな高齢者の方は「無理をせずに、こまめに身体を動かす」 

特に期待する取組 

市や地域が支援すること 
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２) 気軽に運動やスポーツができる場・機会づくり 

・総合型地域スポーツクラブや総合体育館、公民館など地域と連携し、市民が体力や年齢に応じて

いつまでもスポーツやレクリエーション活動を楽しめる機会の充実を図ります。 

・市民が運動やスポーツに気軽に取り組むことができるよう、関連施設の維持管理や整備に努める

とともに、その有効活用を図ります。また、学校体育施設の夜間・休日開放の充実を図ります。 

・スポーツ大会や運動・スポーツ教室などを開催するとともに、市民が主体的に実施する各種大会

やイベントを支援します。 

・広報の充実などにより「歩こうよ・歩こうね」運動の登録者の増加と活動の充実を図るとともに、

介護予防の取組などを通じて、高齢者の運動器機能の向上をめざします。 

３) 運動・スポーツに関する人材育成や自主活動の支援 

・スポーツ推進委員など運動・スポーツ活動の指導者や担い手となる人材の育成を図ります。 

・市民が広く参加し、スポーツや体力づくりを推進する団体などの自主活動を支援します。 

・スポーツ推進委員への積極的な支援を進め、校区体育祭のさらなる振興を図ります。 

・運動・スポーツの仲間づくり、きっかけづくりを充実するため、ニュースポーツの導入やサーク

ルづくりなどの活動を支援します。 

 

 

項 目 対 象 

平成 23 

（2011）年度 

実績値 

平成 29 

（2017）年度 

実績値 

平成 34

（2022）年度 

新目標値 

実績値・目標値
の把握方法 

設定 

基準 

1 日の歩数が 9,000 歩以上の人
の割合 

20～69歳 17.9％ 14.7％ 30％以上 アンケート ウ 

1 日の歩数が 6,000 歩以上の人
の割合 

70歳以上 33.5％ 23.3％ 40％以上 アンケート ウ 

健康づくりのための運動を行って
いる人の割合 

20歳以上 47.7％ 44.2％ 65％以上 アンケート ウ 

運動習慣者の割合 
20～59歳 11.9％ 10.9％ 13％以上 

アンケート イ 
60歳以上 21.4％ 22.3％ 25％以上 

運動やスポーツを習慣的にしてい
る子どもの割合 

小学５年生 62.7％ 62.1％ 80％以上 
アンケート イ 

中学２年生 69.6％ 72.9％ 80％以上 

ロコモティブシンドロームという
言葉を知っている人の割合 

20歳以上 － 39.5％ 80％ アンケート ア 

設定基準  ア：項目・目標値とも国・府に同じ、イ：項目は国・府と同じ.目標値は市独自、ウ：項目・目標値とも市独自 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評価指標 

◆ロコモティブシンドロームとは・・・ 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群、通称ロコモ）とは、骨や関節、筋肉など運動器の衰

えが原因で、歩行や立ち座りなどの日常生活に支障をきたしている状態のことです。ロコモを予

防し、健康寿命を延ばすことが大切です。 
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運動をしていない人のうち、近く運動を始めようという人は、約１割。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.2 

58.8 

25.5 

4.4 

17.7 

49.5 

20.6 

12.1 

0 20 40 60 80 100

関心があり、今後１ヶ月以内に

取り組もうと思っている

関心があるが、今後１ヶ月以内

に取り組もうとは思っていない

関心がない

無回答

％

20歳以上

今回調査(n=294)

前回調査(n=412)

身体を動かす習慣を持とう！ 

今より 10分多く身体を動かそう 

参考：厚生労働省  

「健康づくりのための身体活動指針アクティブガイド」 
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食育推進計画「５-１ 栄養・食生活」(36～39ページ)をご覧ください。 

 

  

4-2 栄養・食生活［重点分野］ 

目 標 
１日３食バランスよく食べる 
習慣を持つ人を増やす 

  

両手いっぱいの  
野菜を食べよう！  
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・喫煙・受動喫煙の影響によって、たとえば心臓病になりやすいと認識している 20歳以上の割合

は 38％にとどまっています。また、喫煙が最大の発症要因である「ＣＯＰＤ(慢性閉塞性肺疾患)」

の認知度は、20 歳以上の市民において、「言葉も内容も知っている」割合が 9.8％、「言葉は聞

いたことがあるが内容は知らない」割合が 29.7％でした。 

・小中学生では、受動喫煙が健康に影響することを認識している割合は約９割を維持しています。 

・喫煙時の周りへの配慮で「気をつけていることは特にない」とする割合は 20歳以上の喫煙者の

16％です。過去半年間で受動喫煙にあった 20 歳以上の市民は６割で、いずれも前回調査と比

べて改善がみられません。 

・家庭において受動喫煙の危険性のある子どもの割合は、小学 5年生、中学２年生、幼児において

減少し、改善されました。喫煙者が家庭での喫煙時に子どもに配慮する割合も増加傾向ですが、

その一方、配慮しない割合は約４割となっています。 

・喫煙経験のある子どもの割合は、小中学生ともに前回調査と比べ改善傾向にあります。特に中学

生は７ポイント低下しました。 

・20歳以上の喫煙率は 19.4％で前回調査と比べ改善されておらず、禁煙に「関心がない」とする

20歳以上の喫煙者は 39％でやや増加しました。 

・喫煙をやめたきっかけとしては、「体調が悪くなった」「経済的に負担になる」などの理由が多い

ですが、「健診時に禁煙を進められたから」という割合は 15.5％で、専門家からの働きかけも効

果があります。 

 

  

4-3 たばこ［重点分野］ 

目 標 
受動喫煙で被害を受ける人や 

喫煙者を減らす 
  

市民の意識やこれまでの取組 
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啓発や情報提供について 

・妊婦やその家族への禁煙指導の実施や啓発ポスターの掲示に取り組んできました。 

子どもへの指導について 

・学校医や学校薬剤師と連携し、中学校へ講師を派遣するなど、小中学校における喫煙防止教育と

保健指導を実施してきました。 

受動喫煙の防止や禁煙の支援について 

・乳幼児健診における保護者への禁煙指導など、受動喫煙の防止に取り組んできました。 

・平成 22（2010）年度からは全小中学校の敷地内禁煙を、また市の公共施設での禁煙（建物内

禁煙）と分煙を、それぞれ推進してきました。 

・集団健診の個別相談などで禁煙に関する情報提供、医師による講座や特定健診における禁煙指導、

禁煙外来のある医療機関を案内するなど、禁煙の促進に努めてきました。 

 

 

 

 

 

 

  

市のこれまでの取組 

個人や家庭で取り組むこと 

喫煙と受動喫煙の 

危険性を理解しよう 

ス
テ
ッ
プ 
１ 

・禁煙の相談や治療

に取り組もう 

・家庭や地域で受動

喫煙の危険性を周

囲に伝えよう 

ス
テ
ッ
プ 

２ 

・禁煙を実行しよう 

・受動喫煙の機会を

避けよう 

ス
テ
ッ
プ 

３ 

○ 妊産婦は「禁煙を徹底する」 

○ 子どもや妊産婦のそばでは喫煙しない 

○ 子どもは「絶対に、吸わない」 

特に期待する取組 
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１) 喫煙や受動喫煙の危険性の徹底的な周知・啓発 

・喫煙や受動喫煙の影響や COPD など、喫煙に関わる悪影響の周知は低い水準にとどまっている

ことから、特定保健指導時や保育所等及び学校、生涯学習の場などあらゆる機会を通じ、また多

様な媒体を通じて啓発・教育活動を一層充実させ、喫煙率の低減を図ります。 

・妊産婦や保護者に対して、喫煙が胎児や子どもに与える影響などを効果的に周知・啓発します。

また、家庭での喫煙の危険性についても周知・啓発を進めます。 

２) 受動喫煙の防止 

・受動喫煙の機会は減少しておらず、受動喫煙を抑制する環境を一層整備します。特に、対策の推

進については、市の公共施設における建物内禁煙の完全実施と敷地内禁煙に向けて取り組んでい

きます。 

・受動喫煙のおそれのある子どもの割合は減少しましたが、今後とも、家庭内での禁煙や受動喫煙

への配慮についての啓発を進めます。 

・保健所、医療機関、産業保健等さまざまな機関と連携して、周知・啓発活動などにより、受動喫

煙の防止に努めます。 

３) 未成年者の喫煙防止 

・小中学校を中心に、実情に応じた喫煙防止教育の充実に努めます。 

・地域においても、子どもへの声かけ運動など、未成年者の喫煙防止に向けての活動を推進します。 

４) 禁煙支援の推進 

・集団健診の個別相談など、禁煙に関する情報提供を充実させます。 

・禁煙治療で健康保険が適用できることなど、禁煙の促進に向けての情報提供を継続します。 

・健診などの機会をとらえ、幼児保護者に受動喫煙の危険性に対する理解を促すとともに、相談に

よる支援を推進します。 

・禁煙に関する相談支援を推進します。 

・禁煙外来の積極的な広報、特定健診での禁煙指導など、喫煙者が禁煙をめざす環境を整備します。 

・乳幼児健診における保護者への禁煙指導を行います。 

 

  

市や地域が支援すること 
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項 目 対 象 

平成 23 

（2011）年度 

実績値 

平成 29 

（2017）年度 

実績値 

平成 34

（2022）年度 

新目標値 

実績値・目標値
の把握方法 

設定 

基準 

家庭において受動喫煙の危険性の
ある子どもの割合 

小学５年生 27.7％ 21.3％ ３％以下 

アンケート ウ 中学２年生 30.5％ 20.2％ ３％以下 

幼 児＊１ 22.0％ 18.8％ ３％以下 

喫煙経験のある子どもの割合 
小学５年生 5.0％ 2.8％ ０％ 

アンケート ア 
中学２年生 9.3％ 2.2％ ０％ 

喫煙率 

20歳以上 19.9％ 19.4％ 12％以下 アンケート ア 

妊婦 10.5％ 8.0％H28 ０％ 健康管理システムか
ら抽出 

ア 

産婦(４か月児母親) 10.5％ 9.2％H28 ０％ ウ 

COPD という言葉を知っている
人の割合＊２ 

20歳以上 － 39.5％ 80％ アンケート ア 

＊１：対象を新設した。 

＊２：項目を新設した。 

設定基準  ア：項目・目標値とも国・府に同じ、イ：項目は国・府と同じ.目標値は市独自、ウ：項目・目標値とも市独自 

 

 

 

 

  

評価指標 

 

 

喫煙者のうち、禁煙を具体的に考えている人は、１割に満たない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さあ、禁煙に踏み切ろう！ 

1.8 

7.1 

46.9 

38.9 

5.3 

4.4 

12.6 

45.3 

34.6 

3.1 

0 10 20 30 40 50

この１ヶ月以内に禁煙する予定である

今後６ヶ月以内に禁煙しようと考えている

が、この１ヶ月以内に禁煙する予定はない

関心があるが、今後６ヶ月以内に禁煙しよ

うと考えていない

関心がない

無回答

％

20歳以上

今回調査(n=113)

前回調査(n=159)

◆ＣＯＰＤとは・・・ 

COPD（慢性閉塞性肺疾患）とは、たばこの煙を主な原因として気道の炎症を引き起し、呼

吸障害が進行する疾患で、患者の９割が喫煙者です。 
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・20歳以上の市民では、ストレスを感じることが「よくある」「ときどきある」とする割合は 74.4％

で、約 4人に 3人が何らかのストレスをかかえています。特に 30～50歳代で「よくある」と

回答した割合が高いです。 

・20 歳以上の市民では、睡眠の短時間化の傾向がみられ、睡眠で休養が「あまりとれていない」

の割合が前回調査より増加しました。ストレスを感じる頻度や解消できている程度には、大きな

差はありません。 

・小中学生では、就寝時間、起床時間ともに早くなっております。 

 

 

啓発や情報提供について 

・医師によるこころの健康教育講座を実施してきました。 

相談・支援体制などについて 

・市民向け、職員向けの研修により傾聴技術を持った人材を育成し、悩みや不安を抱えた人への支

援体制を充実してきました。 

・市民のライフステージや生活状況に応じた支援体制として、妊娠期、子育て期などにおける各種

訪問・相談事業、ひとり親家庭・生活困窮者・障がい者への相談支援やコミュニティソーシャル

ワーカーの配置、また子ども悩み相談サポートチームの配置などによる、いじめ・不登校・暴力

行為などについてのカウンセリングや悩み相談を行ってきました。 

・在宅障がい者の社会参加や自立・生きがい支援については、地域活動支援センター専門職員が行

ってきました。 

  

4-4 こころの健康・休養 

目 標 
ストレスを 

コントロールできる人を増やす 
  

市民の意識やこれまでの取組 

市のこれまでの取組 
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１) こころの健康や睡眠に関する正しい情報の提供・発信 

・こころの健康や睡眠・休養に関する正しい知識・情報を普及するとともに、自殺防止に向けての

啓発活動を推進します。また関連する事業やイベントにおいて積極的な情報提供を進めます。 

・日常生活を過ごす上でこころの健康や人との輪を大切にすることを啓発します。 

２) さまざまな不安・悩みに応じた相談及び支援体制などの充実 

・子育て支援や介護支援に関するサービス体制の充実や周知・利用促進を図り、子育て世代や介護

家族における心身の負担を軽減します。 

・仕事・家庭・地域生活の調和、仕事と子育ての両立、男性の育児参加の推進などワーク・ライフ・

バランスの重要性を啓発し、その取組に対する支援を推進します。 

・同じ悩みを持つ人たちが悩みを分かち合い、互いに支え合うことのできる当事者団体の育成や支

援を進めます。 

・子どもの悩みについて、児童生徒及びその保護者に対して、カウンセラーが継続的にカウンセリ

ングを行える体制を整備します。 

３) 交流・生きがいづくりなどへの支援 

・各種の自主グループ・サークル活動や生涯学習活動などを支援し、交流と生きがいづくりの場と

機会を提供します。 

・世代間のふれあいや住民同士の交流活動を支援して、地域での人びとのつながりの強化を図ると

個人や家庭で取り組むこと 

睡眠や休養をしっか

りとろう 

ス
テ
ッ
プ 

１ 

ストレスを解消する

ための、自分にあっ

た方法をみつけよう 

ス
テ
ッ
プ 

２ 

相談相手を作った

り、相談できる場や

機関を知り、活用し

よう 

ス
テ
ッ
プ 
３ 

○ 仕事を持つ人は「疲れたと思ったら、無理をせずに休養をとる」 

○ 飲酒や睡眠以外にも、楽しみを持つ 

特に期待する取組 

市や地域が支援すること 
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ともに、支え合い、助け合う地域の整備・促進を図ります。 

 

 

項 目 対 象 

平成 23 

（2011）年度 

実績値 

平成 29

（2017）年度 

実績値 

平成 34

（2022）年度 

新目標値 

実績値・目標値
の把握方法 

設定 

基準 

ストレスを感じる人のうち、スト
レスを解消できる人の割合 

20歳以上 48.6％ 48.3％ 50％以上 アンケート ウ 

朝眠くて、なかなか起きられない
子どもの割合 

小学５年生 30.5％ 19.8％ 13％以下 
アンケート ウ 

中学２年生 36.8％ 29.2％ 15％以下 

睡眠による休養が十分とれていな
い人の割合 

20歳以上 22.6％ 30.4％ 15％以下 アンケート ア 

自殺者数（人口10万人あたり） 全市民 24.5人 12.0人 H28 減少 
厚生労働省自殺
の統計 

ウ 

設定基準  ア：項目・目標値とも国・府に同じ、イ：項目は国・府と同じ.目標値は市独自、ウ：項目・目標値とも市独自 

 

 

 

  

評価指標 

 

 

睡眠時間が７時間未満の人が増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眠ることは、こころの栄養！ 

0.7 

7.0 

15.6 

35.9 

28.5 

11.0 

1.2 

1.8 

9.1 

24.5 

31.5 

23.3 

9.3 

0.6 

0 10 20 30 40 50

９時間以上

８時間以上９時間未満

７時間以上８時間未満

６時間以上7時間未満

５時間以上６時間未満

５時間未満

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・20 歳以上で「残っている歯が多いほど寝たきりや認知症の予防になる」ことを知っている割合

は前回調査の 34.9%から 45.0%へと増えました。特に 50 歳以上の女性では知っている割合

が 50％以上となっています。 

・20歳以上で自分の歯が「24本以上ある」とする割合は前回調査より増加しました。 

・自分の歯が 20本以上ある割合が低いのは、男性 60歳以上と女性 70歳以上で、男性 60歳以

上では「10本以上 20本未満」の割合が 30%を超えています。 

・大阪府内で比較すると、むし歯保有率は高いですが、小学６年生と中学１年生におけるＤＭＦ歯

数＊は年々減少傾向です。 

・20歳以上の市民で、過去 1年間に歯科健診を受けた割合や市の成人歯科健診事業を知っている

割合はいずれも前回調査より増加しました。 

・「かかりつけ歯科医がいる」とする割合は 20歳以上で 45.9％です。 

＊ 「ＤＭＦ歯数」とは、一人当たりの「未処置むし歯」「喪失歯」「処置完了歯」の合計歯数のことです。 

 

 

啓発や情報提供について 

・市民に対する歯科医師による講座、保育所等や学校における歯科教育、乳幼児健診などでのチラ

シ配布による情報提供、歯科衛生士によるママパパ教室での情報提供などを行ってきました。 

 

4-5 歯と口の健康 

目 標 

①むし歯のない人、自分の 
歯を保有する人を増やす 

  

②食べ方に関心を持つ人を 

増やす 
 

市民の意識やこれまでの取組 

市のこれまでの取組 
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健(検)診や指導について 

・母子保健事業としてブラッシング指導、介護予防としての口腔機能向上のための講義や実技指導

などの実践的な指導を行ってきました。 

・乳幼児健診における歯科健診、保育所等や学校における歯科検診、成人歯科健診、妊婦歯科健診

など幼少時からのライフステージに応じた健(検)診を実施してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１) 歯と口の健康に関する正しい情報の提供・発信 

・歯と口の健康や噛むことの大切さに関する正しい知識・情報などの普及・啓発を進めます。また、

さまざまな媒体を活用して、関連する事業やイベントでの情報提供を進めます。 

２) むし歯や歯周病の予防や対策の推進と口腔機能の向上 

・健康教育講座や健康相談、妊婦歯科健診・成人歯科健診などを通じて、歯の健康の重要性、歯周

病のリスクとその予防に向けた知識や正しい歯の磨き方の情報提供を行います。 

・乳幼児健診などを通じて、保護者を対象に、子どものむし歯予防に関する知識や正しい歯の磨き

方・噛むことの大切さに関する情報提供を進めます。 

・保育所等や学校での歯科保健教育を進めます。また、給食を通じて「噛むことの大切さ」を周知・

啓発します。 

・介護予防教室として歯科医師・歯科衛生士による指導を今後も実施していきます。 

個人や家庭で取り組むこと 

歯と口の健康の 

重要性を理解しよう 

ス
テ
ッ
プ 

１ 

１日２回（朝・晩）

の歯みがきを習慣化

しよう 

ス
テ
ッ
プ 

２ 

定期的に歯科 

健(検)診を受け、 

かかりつけ歯科医を

もとう 

ス
テ
ッ
プ 

３ 

○ 若い世代から「異常がなくても、年に１度は歯科健(検)診」 

特に期待する取組 

市や地域が支援すること 
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３) 歯や口の健康をチェックできる機会の提供 

・保育所等における歯科検診や乳幼児健診での歯科健診を推進します。 

・小中学校における歯科検診を行うとともに、所見のある児童や生徒に対しては歯科受診勧奨を徹

底します。 

・成人歯科健診・妊婦歯科健診の周知・啓発や受診勧奨に努めます。 

・地域の歯科医院での対応が困難な障がい者（児）を対象に、障がい者（児）歯科診療を推進します。 

・かかりつけ歯科医の啓発と普及に努めます。 

 

 

項 目 対 象 

平成 23

（2011）年度 

実績値 

平成 29

（2017）年度 

実績値 

平成 34

（2022）年度 

新目標値 

実績値・目標値
の把握方法 

設定 

基準 

むし歯のない幼児の割合 

１歳６か月児 97.8％ 97.4％H28 100％ 
健康管理システ
ムから抽出 

ウ ２歳６か月児 88.8％ 90.8％H28 95％以上 

３歳６か月児 71.3％ 78.0％H28 80％以上 

幼児の仕上げみがきを毎日する保
護者の割合＊１ 

幼児保護者 52.4％ 63.7％ 76％以上 アンケート ウ 

ＤＭＦ歯数（１人当たりの「未処置むし
歯」「喪失歯」「処置完了歯」の合計歯数） 

小学６年生 1.15 0.87 H28 0.6未満 学校教育課より
報告 

ウ 
中学１年生 2.39 1.36 H28 0.8未満 

自分の歯を 24 本以上有する人の
割合 

40歳～69歳 30.8％ 44.8％ 69％以上 アンケート ウ 

時間も量も決めておやつを与える
保護者の割合＊２ 

幼児保護者 43.7 30.8 50％以上 アンケート ウ 

＊１：項目を新設した。 

＊２：項目を新設した。 

設定基準  ア：項目・目標値とも国・府に同じ、イ：項目は国・府と同じ.目標値は市独自、ウ：項目・目標値とも市独自 

 

 

 

評価指標 

 

大人の歯の本数は、改善した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80歳で 20本の歯を残そう！ 

2.1 

10.3 

15.1 

16.5 
49.7 

5.0 

1.4 

3.6 

11.6 

20.3 

22.0 

39.4 

3.1 

0 20 40 60

０本

１本以上10本未満

10本以上20本未満

20本以上24本未満

24本以上

わからない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

前回調査では「わからない」を設けていない 
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・飲酒の適量は１日に日本酒１合程度であることを知っている 20 歳以上市民の割合は約半数で、

前回調査と大きな差はありません。 

・週３日以上飲酒する割合は、全体的にはほぼ全国並みですが、女性では全国よりやや高い傾向が

みられます。 

・飲酒経験のある子どもの割合は、小学生・中学生ともに前回調査より低下しました。 

 

 

啓発や情報提供、指導について 

・特定健診・一般健診において、飲酒の適量や、大量・長期にわたる飲酒の影響などについての保

健指導を行ってきました。 

・飲酒をしている妊婦全員に対して、保健師・助産師が、面接によって禁酒の指導を行ってきまし

た。 

・小中学校では、過度の飲酒や未成年者の飲酒が心身に与える影響などについての学習を行ってき

ました。 

 

 

  

4-6 アルコール 

目 標 適正な飲酒量を守る人を増やす   

市民の意識やこれまでの取組 

市のこれまでの取組 
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１) アルコールと健康に関する知識・情報の周知・啓発 

・広報紙・ポスター・チラシ・ホームページなど多様な情報媒体を通じて、適正飲酒量と多量飲酒

の危険性、休肝日の設定、アルコール依存などに関する正しい知識・情報などの普及・啓発を進

めます。 

・母子保健事業をはじめとするさまざまな場や機会を通じて、妊産婦の飲酒が胎児や乳児に与える

影響などの周知・啓発、禁酒の指導などを行います。 

２) 未成年者の飲酒防止 

・小中学校において、飲酒が与える危険性に関する学習の充実を図るとともに、飲酒が与える危険

性に関する保護者への情報提供や未成年者の飲酒防止に向けた働きかけを行います。 

・未成年者の飲酒防止について、地域に働きかけるとともに、自主的な取組を支援します。 

３) アルコールに関する相談支援 

・保健所や医療機関等、関係機関と連携し、アルコール依存の人などに対する相談支援を図ります。 

 

  

個人や家庭で取り組むこと 

飲酒の適量を知ろう 

ス
テ
ッ
プ 

１ 

休肝日を、 

週に１日持とう 

ス
テ
ッ
プ 

２ 

休肝日を、 

週に２日にしよう 

ス
テ
ッ
プ 
３ 

○ お酒を飲む方は「週に１日か２日は、かならず休肝日をもつ」 

「“もう少し控えめ”を心がける」 

特に期待する取組 

市や地域が支援すること 
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項 目 対 象 

平成 23

（2011）年度 

実績値 

平成 29

（2017）年度 

実績値 

平成 34

（2022）年度 

新目標値 

実績値・目標値
の把握方法 

設定 

基準 

多量飲酒が「妊婦・胎児に影響があ
る」ことを知っている人の割合 

20歳以上 44.9％ 48.3％ 80％以上 アンケート ウ 

多量飲酒が「高血圧・心臓病になり
やすい」ことを知っている人の割
合 

20歳以上 44.4％ 49.0％ 80％以上 アンケート ウ 

飲酒の適量を知っている人の割合 20歳以上 47.3％ 46.2％ 80％以上 アンケート ウ 

ほぼ毎日飲酒する人の割合 20歳以上 23.3％ 23.0％ 21％以下 アンケート ウ 

設定基準  ア：項目・目標値とも国・府に同じ、イ：項目は国・府と同じ.目標値は市独自、ウ：項目・目標値とも市独自 

 

 

 

評価指標 

 

 

お酒を飲む人のうち１回にお酒をたくさん飲む人は、飲む回数も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.7 

35.3 

31.0 

10.9 

1.2 

26.0 

31.3 

28.6 

9.7 

4.4 

0 10 20 30 40 50

１合未満

１合程度

２合程度

３合以上

無回答

％

20歳以上

今回調査(n=258)

前回調査(n=339)

51.9 

44.6 

42.9 

62.5 

60.7 

20.2 

19.6 

23.1 

18.8 

17.9 

27.9 

35.7 

34.1 

18.8 

21.4 

0 20 40 60 80 100

全 体(n=258)

１合未満(n=56)

１合程度(n=91)

２合程度(n=80)

３合以上(n=28)

％

20歳以上（飲酒量と飲酒頻度）

ほぼ毎日飲む
週に３～5日くらい飲む
週に１～２日くらい飲む

もうすこし、お酒を控えませんか！ 
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・健康に関する情報の入手方法は、新聞・テレビ・ラジオが過半数で、これに医療機関が約３割と

続いています。 

・健康手帳を活用している人は、持っているが活用していない人の約半数です。 

・「ロコモティブシンドローム」という言葉を知っている割合は、20歳以上で 39.5％と低いです。 

・20 歳以上の「肥満」の割合は 21.8％でほぼ全国並みですが、男性 30 歳代～40 歳代や女性

30歳代では全国を 10ポイント以上、上回っています。 

・小中学生の「肥満ぎみ」「肥満」の割合は前回調査と大きな差はありません。自分が BMI指数に

よる評価より太っていると認識している傾向があります。 

・20歳以上で高血圧を治療している割合が高く、男性 70歳以上では 55.1％にものぼります。 

・健康診査の受診の理由としては、職場などでの義務づけが大きな役割を果たしています。 

・アンケート結果によると、過去１年間にがん検診を受けた 20 歳以上の人の割合は、大腸がん

22.3％、胃がん 21.3％、肺がん 16.3％、子宮がん 23.7％、乳がん 21.9％、その他 2.2％で

した。何も受けていない人は 51.2％でした。 

・各種のがん検診の受診率は、全体的に減少か横ばい傾向です。 

 

 

啓発や情報提供について 

・健康教室において、体重・血圧の測定方法など自分でできる健康状態の把握について、指導や情

報提供を行ってきました。 

・生活習慣病などの予防に対しては、広く健康教育講座の開催、一般健診の啓発と受診勧奨を行う

とともに、特定健診・特定保健指導の実施とその受診勧奨を行ってきました。 

4-7 健康管理 

目 標 
自分の健康を把握・管理 
できる人を増やす 

  

市民の意識やこれまでの取組 

市のこれまでの取組 
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健診等の支援について 

・国民健康保険に加入している市民に対しては人間ドック受診費用の一部助成を行ってきました。 

・後期高齢者に対しては、健診の支援を行ってきました。 

・生活保護受給者に対しては、保健指導・相談や指導後の再発防止の支援などを実施してきました。 

 

 

 

 

 

 

１) 自分で取り組める健康チェックの促進 

・体重測定や体重記録などの健康チェックの方法を啓発・指導し、その習慣化を促します。 

・広報紙やホームページなどの多様な媒体によって、健康に関する正しい情報をわかりやすく提供

します。 

・市民がライフステージやライフスタイルに応じて健康管理や生活習慣病予防に関する情報などを

得やすい仕組みづくりを進めます。 

・お薬手帳・健康手帳の活用について啓発を充実するとともに、かかりつけ医、かかりつけ歯科医、

かかりつけ薬局の普及・啓発に努めます。 

２) 生活習慣病やメタボリックシンドロームの予防と健（検）診の推進 

・運動・身体活動や食事の重要性など、生活習慣病の予防に向けて多面的な情報提供を充実し、生

活習慣の改善を促します。 

・健診受診の重要性やメリットの周知・啓発と受診勧奨を充実し、受診率の向上をめざします。 

・各種健（検）診について、受診しやすい環境づくりに取り組みます。 

個人や家庭で取り組むこと 

体重・血圧の測定な

ど、自分でできる健

康状態の把握を習慣

化しよう 

ス
テ
ッ
プ 

１ 

定期的に健康診査や

検診を受けることを

習慣化しよう 

ス
テ
ッ
プ 

２ 

健康状態の変化に応

じて、運動・身体活

動などで健康を管理

しよう 

ス
テ
ッ
プ 

３ 

○ 肥満傾向の方は「常に、《適度な運動》《適切な食事》《適量の飲酒》を心がける」 

○ 自分の体型を「肥満」と考えている方は「まず自分の体型を正しく知る」 

○ 「バランスが良く規則正しい食生活を心がける」 

特に期待する取組 

市や地域が支援すること 
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・受診者が健診結果を踏まえた健康づくりに取り組めるよう、結果説明会への参加勧奨、健診後の

保健指導の充実などを図ります。 

３) がんの予防とがん検診の推進 

・がんに関する正しい知識、がん検診受診の重要性やメリットの周知・啓発を進めるとともに、検

診結果の活用方法などの情報提供を進めます。 

・がん検診については、対象者に個別受診勧奨を行うなど受診率の向上をめざします。 

・検診の受診方法を見直すなど、受診しやすい環境づくりに取り組みます。 

・学校におけるリーフレットの配付や外部人材の活用などによりがん教育を推進し、がんに関する

正しい知識の普及を図るとともに、子どもの頃からがんに対する関心を高めます。 

４) 適切な受診行動の促進 

・健（検）診によって異常が見つかった場合には、適切な受診行動につながるよう、受診勧奨を行

い、早期発見・早期治療および重症化予防をめざします。 

 

 

 

項 目 対 象 

平成 23

（2011）年度 

実績値 

平成 29

（2017）年度 

実績値 

平成 34

（2022）年度 

新目標値 

実績値・目標値
の把握方法 

設定 

基準 

特定健診の受診率 
門真市国保加入
者（40～74歳） 

32.8％ 31.3％H28 60％以上 
健康保険課より

報告 
イ 

特定保健指導の実施率 
門真市国保特定
保健指導対象者 

10.7％ 8.7％H28 60％以上 
健康保険課より

報告 
イ 

胃がん検診の受診率 40歳以上 19.5％ 24.1％ 40％以上 

アンケート ア 

肺がん検診の受診率 40歳以上 18.4％ 18.9％ 40％以上 

大腸がん検診の受診率 40歳以上 25.0％ 25.3％ 40％以上 

子宮がん検診の受診率 女性20歳以上 20.8％ 23.7％ 50％以上 

乳がん検診の受診率 女性40歳以上 23.6％ 24.1％ 50％以上 

肥満者の割合 
男性20～69歳 28.2％ 32.3％ 28％以下 

アンケート ウ 
女性40～69歳 20.1％ 14.9％ 12％以下 

設定基準  ア：項目・目標値とも国・府に同じ、イ：項目は国・府と同じ.目標値は市独自、ウ：項目・目標値とも市独自 

 

 

  

評価指標 
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全くがん検診を受けていない人は、男性６割、女性４割。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.2 

22.7 

20.2 

2.9 

58.4 

2.9 

17.5 

20.7 

13.3 

3.3 

57.4 

8.6 

0 20 40 60 80 100

胃がん

大腸がん

肺がん

乳がん

子宮がん

その他

どれも受けていない

無回答

％
20歳以上（男性）

今回調査(n=238)

前回調査(n=338)

19.2 

22.8 

14.1 

21.9 

23.7 

1.8 

44.9 

4.8 

15.0 

20.5 

16.6 

20.5 

20.8 

2.0 

47.2 

6.4 

0 20 40 60 80 100

％
20歳以上（女性）

今回調査(n=334)

前回調査(n=453)

もっと、がん検診を受けよう！ 
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・食は、命をつなぐとともに心身の健康を維持し、生涯いきいきと暮らすために欠かすことのでき

ないものです。それとともに、食そのものを楽しむことや、食を通じて家族や仲間とコミュニケ

ーションをとるなど、人生を豊かにするために重要な意味を持ちます。 

・その一方、不規則な食事や栄養の偏り、家族と食卓を囲む機会の減少など、個人の食への向き合

い方に問題があらわれてきており、また廃棄食品の増大や食の安全・安心をおびやかす事象の発

生など、食を取り巻く社会的な問題も発生してきています。 

・これらのことから、本市食育推進計画では、「食を通じた健全な心身と豊かな人間性の形成」をめ

ざし、「食育推進の基盤づくり」として、食や食育への関心・意識の向上を図り、食育活動の実践

に取り組むよう「栄養・食生活」「食を通じたコミュニケーション」「食への感謝と食文化の継承」

「歯と口の健康」の４つの分野で取組を展開します。なお、このうち、「栄養・食生活」を特に重

点的に取り組むべき分野として設定し、効果的に食育を推進します。 

 

 

・食育を啓発し、指導する食育ボランティアの派遣など、地域における食育の取組を促します。 

・地域における栄養・食生活に関する自主活動の育成・支援を進めるとともに、仲間づくりの支援

などを行います。 

・「食育の日（毎月 19日）」や「食育推進強化月間（国は６月、大阪府は８月）」を活かして、広く

市民を対象として食育に関する啓発活動を展開します。 

・保健事業はもとより、学校教育、生涯学習、子育て支援、高齢者支援、障がい者支援などのさま

ざまな分野の取組を通じた周知・啓発活動や情報提供などを進め、食育への関心を高めます。 

 

  

5 食育推進の基盤づくり 

目 標 食育に関心を持つ人を増やす   

市や地域が支援すること 
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・食育に｢関心がある｣とする割合は、20 歳以上、幼児保護者ともに前回調査より低下傾向がみら

れます。 

・野菜の適正摂取量（大人）を知っている割合は 20 歳以上で約半数、小中学生で２割未満です。 

・男性の 20歳代・30歳代で朝食の欠食率が高く、小中学生も 1割以上となっています。 

・食生活を改善するために必要なこととして、20歳以上では「時間的なゆとり」が 29.2％を占め

ており、特に 20歳代と 30歳代では第 1位となっています。 

・20 歳以上、小中学生、幼児保護者の全ての層で、外食を「ほとんどしない」とする割合が低下

しています。 

・食生活を改善するために必要なこととして「専門家による指導」は 15.1％、「一緒に活動する仲

間」は 7.7％です。 

 

 

啓発や情報提供について 

・栄養や食生活に関する情報提供としては、栄養士による講義・実習、地域の依頼に応じた栄養・

食生活に関する健康教育の実施のほか、各種の健康教育講座、健康教室・相談事業などに取り組

んできました。 

子どもや高齢者への支援について 

・乳幼児保護者などに対する栄養士による講座・相談、また保育所等や学校での保護者への情報提

供や給食試食会など、子どもの食育推進に取り組んできました。また、学校教育においては、栄

養教職員による学校への出前授業、学校給食選手権などを行うほか、小学校 5・６年生を対象と

して「朝ごはんレシピ集」の配付を行ってきました。 

・栄養不足になりがちな高齢者に対しては、介護予防教室の一環としての望ましい食事内容の情報

提供などを行ってきました。 

5-1 栄養・食生活［重点分野］ 

目 標 
１日３食バランスよく食べる 
習慣を持つ人を増やす 

  

市民の意識やこれまでの取組 

市のこれまでの取組 
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１) 栄養・食生活に関する正しい情報の提供・発信 

・栄養・食生活に関するイベントやさまざまな媒体を活用して、栄養・食生活についての正しい知

識・情報の普及・啓発を進めます。また、地域で活動している団体やグループなどに対して積極

的に情報を提供します。 

・保育所等や学校において、栄養・食生活に関する指導を行うとともに、保護者への正しい知識・

情報を提供します。 

２) 栄養・食生活を学び、実践につなげるための機会の提供 

・離乳食講習会など各種教室や乳幼児健診などを通じて、乳幼児保護者の栄養・食生活や食の安全

に対する理解と関心の向上を図ります。 

・健康教育講座や健康相談、栄養相談などの保健事業や生涯学習の各種講座などを通じて、栄養・

食生活の改善や食の安全確保のための具体的な方法を身につけるための場や機会を提供します。 

・小中学校においては、栄養教職員による出前授業など食に関する学習について、開催時期の調整

などを図りながら内容を充実し、門真市の特性を生かした内容の継承と充実を図ります。 

・介護予防教室において高齢者の栄養・食事についての教室を行い、食を通じた健康の維持・増進

を図ります。 

  

個人や家庭で取り組むこと 

食べることの大切さ

に気付こう 

ス
テ
ッ
プ 

１ 

食べる内容への関心

と知識を持とう 

ス
テ
ッ
プ 

２ 

栄養バランスを 

心がけ、規則正しく

食べよう 

ス
テ
ッ
プ 

３ 

○ すべての市民の方は「野菜料理をもう２皿（約 140グラム）プラス！」 

○ 朝食を食べないことが多い方は「生活リズムを見直し、朝食をとるための時間を

作ろう」 

特に期待する取組 

市や地域が支援すること 
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３) 栄養・食生活に関する人材育成や自主活動の支援 

・栄養・食生活改善を啓発し、指導に取り組む食育ボランティアの活動の場と機会を提供します。 

・地域における栄養・食生活に関する自主活動の育成・支援を進めるとともに、仲間づくりの支援

などを行います。 

 

 

項 目＊１ 対 象 

平成 23

（2011）年度 

実績値 

平成 29

（2017）年度 

実績値 

平成 34

（2022）年度 

新目標値 

実績値・目標値
の把握方法 

設定 

基準 

食育に関心がある人の割合 
20歳以上 74.4％ 70.3％ 90％以上 

アンケート 
イ 

幼児保護者＊１ 87.1％ 82.4％ 90％以上 ア 

朝食の欠食率 

小学５年生 8.9％ 10.5％ ０％ 

アンケート 
ア 

中学２年生 13.1％ 13.2％ ０％ 

20歳以上 10.2％ 10.6％ ０％ ウ 

野菜を１日 350ｇ以上食べる人
の割合＊2 

20歳以上 － 3.6％ 30％以上 アンケート ウ 

肥満者の割合【再掲】 
男性20～69歳 28.2％ 32.3％ 28％以下 

アンケート ウ 
女性40～69歳 20.1％ 14.9％ 12％以下 

＊１：「３食で１回も副菜（野菜料理）を食べない人の割合」を廃止した。 

＊２：項目を新設した。 

設定基準  ア：項目・目標値とも国・府に同じ、イ：項目は国・府と同じ.目標値は市独自、ウ：項目・目標値とも市独自 

  

  

評価指標 

▶１日に必要な野菜の量は、おとなで350グラムだけど、小学生では240

～300グラム、中学生では 300～350グラムだよ。おとなより少し少

ないね。 

▶イモ類
るい

（さつまいも・ジャガイモなど）、キノコ類
るい

（しいたけ・えのきな

ど）や海藻
かいそう

類
るい

（ワカメ・ひじきなど）は野菜の仲間じゃないよ。だけど、

身体
からだ

やおなかの調子を整えてくれたりする大事な食べ物なので、これら

もしっかり食べようね。 

◆バランスよく食べるには・・・ 

 

 

主食・主菜・副菜をそろえましょう 

主菜とは、魚・肉・卵・大豆
や大豆製品を主材料とす

る料理のこと 

主食とは、ごはん・パン・め
ん類などを主材料とする料

理のこと 

副菜とは、野菜・いも・きの
こ・海そうなどを主材料とす

る料理のこと 
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どの世代も、１日 350グラム（大人）、300グラム（子ども）に届かない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.4 

19.4 

18.3 

20.2 

12.1 

7.2 

4.9 

5.4 

0 10 20 30 40 50
(n=856) ％中学生

12.0 

17.6 

18.8 

14.8 

15.4 

8.4 

9.8 

3.0 

0 10 20 30 40 50

100g以下

100～150gぐらい

150～200gぐらい

200～250gぐらい

250～300gぐらい

300～350gぐらい

350g以上

無回答

％(n=924)小学生

12.0 

23.4 

22.7 

21.1 

9.5 

6.3 

3.7 

1.4 

0 10 20 30 40 50

(n=432)％
幼児保護者

野菜を１日 350グラム（大人）食べよう！ 

（子どもは 300グラム） 

19.4 

25.9 

20.3 

13.4 

10.0 

5.8 

3.6 

1.5 

0 10 20 30 40 50

100g以下

100～150gぐらい

150～200gぐらい

200～250gぐらい

250～300gぐらい

300～350gぐらい

350g以上

無回答

％(n=582)20歳以上

平均 173グラム 

平均 210グラム 平均 197グラム 

平均 188グラム 

◆「野菜１日 350グラム」とは・・・ 

野菜には体を動かすための潤滑油として働くビタミンやミネラル、食物繊維などの成

分が多く含まれています。 

たんぱく質や脂質などを多く摂ったとしても、ビタミン類が全くない状態ではエネル

ギーに変えることができません。肉や魚にも含まれている成分もありますが、限定的で

すし、おなかを整える食物繊維は野菜から摂るしかありません。また、最近注目されて

いる抗酸化作用のある成分など機能性成分は、野菜に多く含まれています。 

おとなが 1 日に食べる野菜の量は 350g 以上が望ましいといわれています。そのう

ち緑黄色野菜と淡色野菜を１対２の割合で食べるとバランスがよくなるため、これを目

標に積極的に食べましょう。 

野菜 350ｇの目安 

 

 

 

 

 

 

大阪府 食事バランスガイドポスターより 



 

40 

 

 

 

 

 

・朝食を「家族そろって食べる」とする割合は、小学生・中学生・幼児保護者において前回調査よ

りやや増加しましたが、一人で食べる孤食もやや増えています。 

・小中学生では約８割が農業体験に参加していますが、さらに今後も「参加したい」とする割合は

小学生では７割、中学生では４割です。 

・中学生では食事を「楽しいとは感じない」とする割合が１割で、前回調査より増加しています。 

 

啓発や情報提供について 

・乳幼児健診におけるチラシ配布、母子教室などにおける栄養士による食育講座などで、共食の大

切さを啓発してきました。 

実践における指導について 

・保育所等での料理体験や農業体験、学校での野菜栽培などの食の生産体験活動をしてきました。 

・異学年交流給食、親子料理教室など、食に関する知識や技術の向上とみんなで食を楽しむための

機会を提供してきました。また、小学生を対象とした食育エコクッキング教室などを実施してき

ました。 

 

 

  

5-2 食を通じたコミュニケーション 

目 標 食を楽しむ人を増やす   

市民の意識やこれまでの取組 

市のこれまでの取組 
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１) 食を通じたコミュニケーションに関する正しい情報の提供・発信 

・保育所等や学校において子どもや保護者に対して共食や料理づくりなど食を通じたコミュニケー

ションの重要性などの周知・啓発を進めるほか、あらゆる媒体や機会を通じて広く情報を提供し

ます。 

・乳幼児健診におけるチラシ配布、母子教室などにおける栄養士による食育講座などで、共食の大

切さを啓発していきます。 

２) 食を通じたコミュニケーションを支援する環境づくり 

・保育所等や学校において、栽培活動や調理体験などの取組を充実するよう努めます。 

・親子クッキングや食育エコクッキング等、料理体験の場を提供していきます。 

  

個人や家庭で取り組むこと 

食べる楽しさに 

気づこう 

ス
テ
ッ
プ 

１ 

家族や仲間と食事を

楽しもう 

ス
テ
ッ
プ 

２ 

食をつくる楽しさを

実感しよう 

ス
テ
ッ
プ 
３ 

○ できるだけ家族や仲間で食卓を囲み、みんなで会話する 

○ 小中学生は「もっと食べ物のことを知り、いろんな料理にチャレンジ！」 

特に期待する取組 

市や地域が支援すること 
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項 目 対 象 

平成 23

（2011）年度 

実績値 

平成 29

（2017）年度 

実績値 

平成 34

（2022）年度 

新目標値 

実績値・目標値
の把握方法 

設定 

基準 

夕食を家族そろって、または大人
の家族のだれかと食べる子どもの
割合 

小学５年生 84.8％ 85.3％ 90％以上 
アンケート イ 

中学２年生 80.5％ 78.0％ 90％以上 

食事を楽しいと感じない子どもの
割合 

小学５年生 3.0％ 3.7％ ０％ 
アンケート ウ 

中学２年生 7.3％ 9.9％ ０％ 

設定基準  ア：項目・目標値とも国・府に同じ、イ：項目は国・府と同じ.目標値は市独自、ウ：項目・目標値とも市独自 

 

 

 

 

 

  

評価指標 

 

 

子どもが一人で、または、子どもたちだけで夕食を囲む割合は、１割から２割。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.2 

27.1 

6.7 

3.0 

0.2 

4.8 

55.9 

28.9 

7.8 

2.8 

0.4 

4.1 

0 20 40 60 80 100

家族そろって食べる

おとなの家族の

だれかと食べる

子どもだけで食べる

（兄弟姉妹）

一人で食べる

夕食は食べない

無回答

％

小学生（夕食）

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

みんなで食べると、もっとおいしい！ 

59.5 

18.5 

6.2 

11.9 

0.1 

3.9 

54.9 

25.6 

6.9 

9.3 

0.4 

2.9 

0 20 40 60 80 100％

中学生（夕食）

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)
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・食事の際、いつもあいさつをする子どもの割合は、幼児は前回調査より８ポイント低下しました。

一方、小学５年生は２ポイント、中学 2年生は５ポイントそれぞれ増加しました。 

・門真市の特産品（れんこん、くわい）を「知っている」とする割合は 20歳以上、小中学生、幼

児保護者ともに約９割です。 

 

 

啓発や情報提供について 

・健（検）診会場でのポスターの掲示などにより、食や食育に関する啓発を行ってきました。 

・保育所等では、絵本などによって食材への感謝の気持ちを育成してきました。 

・学校では、栄養教職員による食に関する出前授業や学校給食選手権を実施してきました。 

地域の食や食材について 

・農業まつりにおいて地場産農作物への愛着向上と地産地消の促進を図ってきました。 

・学校給食で年間を通して大阪府産の野菜を、冬場にかけて地場産（門真産）の野菜を使用してき

ました。 

・学校給食において、行事食や国内外の郷土食の提供を行ってきました。 

 

 

  

5-3 食への感謝と食文化の継承 

目 標 
食べるものを 

大切にする人を増やす 
  

市民の意識やこれまでの取組 

市のこれまでの取組 
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１) 食への感謝を育むための情報提供と周知・啓発 

・母子保健事業などを通じて保護者の食や食育に関する意識づくりを進めます。 

・保育所等や学校において、子どもや保護者を対象に、食に関する基礎的な知識を提供するととも

に、食への感謝の気持ちを育むための啓発を進めます。 

・小中学校においては、栄養教職員による出前授業など食に関する学習について、開催時期の調整

などを図りながら内容を充実させ、門真市の特性を生かした内容の継承と充実を図ります。【再

掲】 

２) 食文化の継承と地産地消の推進 

・門真市産や大阪府産の農作物などに関する情報提供を進めるとともに、学校の給食においてこれ

らを利用した行事食・郷土食を取り入れ、食文化の継承を図ります。 

・生涯学習や交流活動などを通じて食文化の継承の場や機会を充実するとともに、食文化を継承す

る担い手などの育成に努めます。 

・農業まつりへの支援などにより、農業の振興を図るとともに、地場産農作物への愛着の向上と地

産地消の取組を促します。 

 

  

個人や家庭で取り組むこと 

食べるものへの感謝

の気持ちを育もう 

ス
テ
ッ
プ 

１ 

地域の食材や料理に

関心を持とう 

ス
テ
ッ
プ 

２ 

地産地消を実践し、

また食材のムダをな

くそう 

ス
テ
ッ
プ 
３ 

○ すべての市民の方は「地域の食材や料理法をもっと知って、食事にいかす」 

○ 小中学生は「食事のときにはあいさつをして、食事ができることに対する感謝の

気持ちを持つ」 

特に期待する取組 

市や地域が支援すること 
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項 目＊１ 対 象 

平成 23 

（2011）年度 

実績値 

平成 29

（2017）年度 

実績値 

平成 34

（2022）年度 

新目標値 

実績値・目標値
の把握方法 

設定 

基準 

食事の際、いつもあいさつをする
子どもの割合 

小学５年生 63.5％ 65.9％ 80％以上 

アンケート ウ 中学２年生 55.8％ 60.4％ 80％以上 

幼 児 66.9％ 58.8％ 80％以上 

＊１：「食べ残しを減らす努力をいつもしている人の割合」を廃止した。 

設定基準  ア：項目・目標値とも国・府に同じ、イ：項目は国・府と同じ.目標値は市独自、ウ：項目・目標値とも市独自 

 

 

 

評価指標 

 

 

大人の食育への関心は前回調査より低下している。 

食育の意味まで知っている子どもは、約２割。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育にもっと関心をもとう！ 

25.1 

45.2 

14.6 

6.9 

7.0 

1.2 

26.8 

47.6 

14.1 

4.5 

6.5 

0.5 

0 20 40 60 80 100

食育に関心がある

どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない

関心がない

わからない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

31.0 

51.4 

10.6 

2.5 

3.7 

0.7 

34.7 

52.4 

6.8 

1.0 

4.9 

0.2 

0 20 40 60 80 100
％

幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

19.4 

50.6 

28.2 

1.7 

20.5 

57.9 

19.5 

2.1 

0 20 40 60 80 100

食育の言葉も内容も

知っていた

言葉は知っていたが、

意味は知らなかった

言葉も内容も知らない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

20.1 

53.3 

25.6 

1.1 

19.8 

51.1 

22.2 

6.9 

0 20 40 60 80 100
％

中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)
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健康増進計画「４-5 歯と口の健康」(25～27ページ)をご覧ください。 

 

 

 

5-4 歯と口の健康 

目 標 

①むし歯のない人、自分の 
歯を保有する人を増やす 

  

②食べ方に関心を持つ人を 

増やす 
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本計画の最終評価が行われる平成 34（2022）年度に向けて、以下のとおり進捗管理を実施し、計画の

推進を図ります。 

 

・本計画各分野の「市や地域が支援すること」と当該分野に対応する「評価指標」に関連する事業

においては、それぞれの部署において事業実施状況を検討し、毎年度評価・検証することとしま

す。 

・本計画で設定した評価指標に基づいて、市の健（検）診や医療、福祉などに関するデータ、関連

する施策・事業の実施状況を示すデータなどを活用し、本市の健康・食育に関する状況を客観的

に整理・把握します。併せて、地域の活動主体との連携を図り、地域での活動についても、その

現状や問題点、課題などの整理・把握に努めます。 

・本計画の進捗管理や定期的な評価・検証については、その結果を踏まえ、関係各課の担当者など

で構成する「健康増進計画・食育推進計画策定委員会」「同委員会ワーキンググループ」において

取り組むこととし、健康づくりや食育に関する課題の共有とともに、関連する施策・事業の評価

に基づいて見直しや改善を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各担当部署 

評価指標 

検証 各担当部署 

評価指標 

検証 各担当部署 

評価指標 

検証 関係各課 
評価指標 

 評価   検証 
事業実施状況 

市民アンケート 
実施（予定） 次期計画の推進 

（予定） 
策定委員会 

 

年度総括 
（随時開催） 

達成状況の総括 
次期計画策定 
（予定） 

平成 30(2018)～34(2022)年度(毎年) 
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資料編 
 

 

 

日 程 事 項 内 容 

平成29（2017）年 

６月23日 

第１回門真市健康増進

計画・食育推進計画 

策定委員会 

１ 門真市健康増進計画・食育推進計画について 

２ これまでの経過及び計画の進行状況について 

３ 今後のスケジュールについて 

４ 市民アンケートについて 

平成29（2017）年 

６月26日 

第１回門真市健康増進

計画・食育推進計画 

審議会 

１ 会長及び副会長の選任について 

２ 諮 問 

３ 会議の公開について 

４ 門真市健康増進計画・食育推進計画について 

５ 門真市健康増進計画・食育推進計画のこれまでの経過及

び進行状況について 

６ 門真市健康増進計画・食育推進計画中間評価及び計画改

定のスケジュールについて 

７ 市民アンケートについて 

平成29（2017）年 

７月～８月 

市民アンケート調査の

実施 

市内在住の 20歳から 74歳の市民、小学５年生・中学２年

生、幼児保護者を対象にアンケート調査を実施 

平成29（2017）年 

９月４日 

第１回門真市健康増進

計画・食育推進計画 

策定委員会 ワーキン

ググループ会議 

１ メンバー紹介 

２ 計画のこれまでの経過報告 

３ 質疑応答・意見交換など 

平成29（2017）年 

10月12日 

第２回門真市健康増進

計画・食育推進計画 

策定委員会 ワーキン

ググループ会議 

１ Ｈ28年度分健康増進計画・食育推進計画進捗状況について 

２ アンケート結果について（速報） 

３ 計画推進のための具体的な取組について 

４ 質疑応答・意見交換など 

平成29（2017）年 

10月31日 

第３回門真市健康増進

計画・食育推進計画 

策定委員会 ワーキン

ググループ会議 

１ 中間見直し評価指標の状況と目標値について 

２ 計画推進のための具体的な取組について 

３ 質疑応答・意見交換など 

平成29（2017）年 

11月22日 

第２回門真市健康増進

計画・食育推進計画 

策定委員会 

１ 市民アンケートの結果について 

２ ワーキング会議の結果について 

３ 評価指標・目標値の設定について 

４ 中間評価整理表について 

平成29（2017）年 

12月21日 

第２回門真市健康増進

計画・食育推進計画 

審議会 

１ 市民アンケートの結果について 

２ 策定委員会及びワーキング会議の開催状況について 

３ 評価指標・目標値の設定について 

４ 健康増進計画・食育推進計画 中間評価（案）について 

平成30（2018）年 

１月11日～31日 

パブリックコメントの

実施 

「門真市健康増進計画・食育推進計画 健康かどま 21 改

定版」(素案)についての市民意見の募集 

平成30（2018）年 

２月23日 

第３回門真市健康増進

計画・食育推進計画 

審議会 

１ パブリックコメントの実施結果について 

２ 改定版（案）の追加について 

３ 答申（案）について 

  

１ 計画の策定経過 
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平成 29（2017）年に実施したアンケート結果の概要を示します。 

実施の概要と回収状況 

 

 
20歳以上市民 

小中学生 
幼児保護者 

 小学生 中学生 

調査対象 

平成 29（2017）年

６月 23 日現在で市

内在住の 20 歳から

74 歳の市民を無作

為抽出 

市内小学校の 

小学５年生全員 

市内中学校の 

中学２年生全員 

平成 23（2011）

年４月２日から 25

（2013）年４月１

日に出生した子の

保護者を無作為抽

出 

調査方法 郵送による配付・回収 学校を通じた配付・回収 学校を通じた配付・回収 郵送による配付・回収 

調査期間 
平成 29（2017）年 

７月～８月 

平成29（2017）年 

７月 

平成29（2017）年 

７月 

平成29（2017）年 

７月～８月 

配付数 2,000 974 944 1,000 

不着・無効数 15 15 ７ ３ 

有効回収数 582 924 856 432 

有効回収率 29.3％ 96.4％ 91.4％ 43.3％ 

 

運動・身体活動 

 

 

 

・「30分以上 60分未満（3,000歩

以上 6,000 歩未満）」が 36.3％

で最も多く、これに「30 分未満

（3,000 歩未満）」が次いでいま

す。「60 分以上 90 分未満

（6,000歩以上9,000歩未満）」

「90分以上（9,000歩以上）」の

割合は、前回調査と比べるといず

れも低下傾向です。 

・性・年齢別では、女性の 20 歳代

と 50歳代で「90分以上（9,000

歩以上）」が約２割前後と高くなっています。 

  

２ 「健康づくりおよび食育に関するアンケート調査」結果の概要 

あなたは、１日に何分くらい歩いていますか。（通勤・通学などの移動時の歩行だけではなく、仕事や家

事、趣味など日常生活のすべての場面での歩行時間をお答えください。）（○印は１つ）20歳以上 

31.3 

36.3 

15.6 

13.9 

2.9 

27.8 

34.6 

19.1 

16.8 

1.8 

0 10 20 30 40 50

30分未満（3,000歩未満）

30分以上60分未満（3,000

歩以上6,000歩未満）

60分以上90分未満（6,000

歩以上9,000歩未満）

90分以上（9,000歩以上）

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・「行っていない」が 37.3％で最も多いで

す。「ときどき行っている」(27.7％)がこ

れに次ぎ、「いつも行っている」(16.5％)

と合計すると 44.2％で、半数弱の回答者

が何らかの運動を行っています。 

・「いつも行っている」とする割合が高いの

は女性 60歳代と男性 70歳以上で、２割

を超えており、高齢層で計画的・意識的に

運動している傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

・１回の時間では「１回 30分以上」が 72.8％、運動の頻度では「週に２回以上」が 61.5％、運動の継続

期間では「１年以上」が 71.６％でそれぞれ最も多くなっています。 

・ただ、上記の３要素を満たす「運動習慣者」の割合は 16.5％で、20歳以上の回答者全体の約６人に１人

にとどまります。また、60歳以上では 22.3％と、この年代の割合が比較的高くなっています。 

・なお全国調査（平成 27年国民健康・栄養調査）の結果では 20歳以上の運動習慣者は 31.7％であり、門

真市の割合はこの半数弱となります。 

 

  

あなたは、運動（健康づくりのため、計画的・意識的に身体を動かす取り組みで、軽く汗をかく程度の

もの）を行っていますか。（○印は１つ） 20歳以上 

問 26で、「１．いつも行っている」「２．ときどき行っている」とお答えの方にお聞きします。 

行っている運動の、「① １回の時間」「② 運動の頻度」「③ 運動の継続期間」ごとに、あてはまるも

のに○をしてください。 20歳以上 

16.5 

27.7 

13.2 

37.3 

5.3 

17.3 

30.4 

17.5 

34.0 

0.9 

0 10 20 30 40 50

いつも行っている

ときどき行っている

以前は行っていたが、現

在は行っていない

行っていない

無回答

％

20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

25.3 

72.8 

1.9 

31.5 

64.0 

4.5 

0 20 40 60 80 100

１回30分未満

１回30分以上

無回答

％20歳以上（①１回の時間）

今回調査(n=257)

前回調査(n=381)

61.5 

22.2 

12.5 

3.9 

64.8 

19.2 

10.5 

5.5 

0 20 40 60 80 100

週に２回以上

週に１回

月に１～３回以下

無回答

％20歳以上（②運動の頻度）

今回調査(n=257)
前回調査(n=381)

12.5 

12.1 

71.6 

3.9 

17.6 

11.3 

63.8 

7.3 

0 20 40 60 80 100

６か月未満

６か月～１年未満

１年以上

無回答

％

20歳以上（③運動の継続期間）

今回調査(n=257)

前回調査(n=381)

16.5 

10.9 

22.3 

16.9 

0 20 40 60 80 100

20歳以上全体

20～50歳代

60歳以上

％
20歳以上（運動習慣者）

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・「関心があるが、今後１ヶ月以内に取り組

もうとは思っていない」が 58.8％、「関

心があり、今後１ヶ月以内に取り組もう

と思っている」が 11.2％で、約７割の回

答者が運動に関心を持っていますが、近

いうちに取り組もうとする割合は低いで

す。 

・「関心があり、今後１ヶ月以内に取り組も

うと思っている」とする割合が比較的高

いのは、女性 50 歳代と男性 70 歳以上

で、その割合は約２割です。 

 

 

 

 

・「週に５日以上運動している」とする割合は、中学生では 65.7％ですが、小学生では 34.2％と中学生に

比べると低いです。小学生では「週に３～４日運動している」「週に１～２日運動している」などに分散す

る傾向があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 26で「３．以前は行っていたが、現在は行っていない」「４．行っていない」とお答えの方にお聞き

します。１回 30分以上の運動を、週２回以上行うこと（運動する習慣を身につけること）に関心があり

ますか。（○印は１つ） 20歳以上 

あなたは、学校の授業以外で運動（クラブ活動や習いごと、体を動かす外遊びもふくむ）をしています

か。（○印は１つ） 小中学生 

11.2 

58.8 

25.5 

4.4 

17.7 

49.5 

20.6 

12.1 

0 20 40 60 80 100

関心があり、今後１ヶ月以内に取り

組もうと思っている

関心があるが、今後１ヶ月以内に

取り組もうとは思っていない

関心がない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=294)

前回調査(n=412)

34.2 

27.9 

26.7 

10.1 

1.1 

35.0 

27.7 

26.8 

8.9 

1.6 

0 20 40 60 80 100

週に５日以上運動している

週に３～４日運動している

週に１～２日運動している

していない

無回答

％

小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

65.7 

7.2 

9.5 

16.4 

1.3 

56.5 

13.1 

10.6 

17.5 

2.3 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)
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・全体では「階段を上るのとエスカレ

ーター（又はエレベーター）を利用

することが半々くらい」(28.2％)

と「エスカレーター（又はエレベー

ター）を利用することが多い（６～

８割程度）」(25.4％)が高いです。 

・男性の 20 歳代と 70 歳以上で

は、「ほとんど階段を上る（８割以

上）」が高くなっています。逆に

「エスカレーター（又はエレベー

ター）を利用することがほとんど

（８割以上）」の割合が高いのは

男性 30歳代と女性 40歳代です。 

 

 

 

・自分の体力に自信が「ある」とする割合は

19.9％、「ない」とする割合は35.4％で、

自信があると思う回答者は約２割です。 

・性・年齢別にみると、「ある」とする割合が

高いのは男性20歳代・40歳代、「ない」

とする割合が高いのは女性20歳代から女

性40歳代などで、概して女性において体

力に自信を持っていない傾向があります。 

 

 

 

・「身近に運動ができる場」(44.0％)と「時

間的なゆとり」(43.8％) が上位を占めて

います。これに「現在の身体の状態を知る

こと」(24.4％)や「運動した効果を実感

できること」が続いています。 

・「運動した効果を実感できること」は女性

で第 3位になっているほか、「一緒に運動

をする仲間」が女性の 30歳代・50歳代・

70歳代で第 3位となっています。 

 

  

例えば、駅やビルに階段とエスカレーター（又はエレベーター）の両方があり、３階ぐらいの高さを上

る場合、あなたはどうしますか。（○印は１つ） 20歳以上 

あなたは、ご自身の体力に自信がありますか。（○印は１つ） 20歳以上 

あなたが、運動を始めたり続けるために、特に必要なことは何ですか。（○印は３つまで） 20歳以上 

12.0 

10.3 

28.2 

25.4 

22.5 

1.5 

12.1 

11.0 

29.1 

25.8 

21.1 

0.9 

0 10 20 30 40 50

ほとんど階段を上る（８割以上）

階段を上るほうが多い（６～８割

程度）

階段を上るのとエスカ（又はエレ）

を利用することが半々くらい

エスカ（又はエレ）を利用すること

が多い（６～８割程度）

エスカ（又はエレ）を利用すること

がほとんど（８割以上）

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

19.9 

35.4 

42.8 

1.9 

26.5 

29.9 

38.4 

5.3 

0 10 20 30 40 50

ある

ない

どちらともいえない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)
前回調査(n=800)

44.0 

21.3 

8.1 

24.4 

14.4 

8.6 

7.2 

24.1 

43.8 

5.0 

9.1 

4.6 

43.4 

25.5 

8.5 

25.9 

8.9 

8.5 

7.3 

20.3 

43.9 

3.9 

9.4 

4.1 

0 20 40 60 80 100

身近に運動ができる場

一緒に運動をする仲間

運動に関する情報

現在の身体の状態を知ること

運動を指導してくれる人

運動教室などの機会

家族や周囲の人の理解

運動した効果を実感できること

時間的なゆとり

その他

特にない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・「ロコモティブシンドローム」について、言葉を知っている（「言葉も内容も知っている」と「言葉は聞い

たことがあるが内容は知らない」との合計値）と答えた割合は、20歳以上市民では 39.5％です。 

・20歳以上では、女性の 60歳以上の層で比較的よく周知されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこ 

 

 

 

・「吸っている」とする割合は 19.4％です。

「やめた」とする割合は 24.4％でいずれも

前回調査とほぼ同じです。 

・「吸っている」とする割合は男性で 30.3％、

女性で 10.8％です。また、男性 40歳・50

歳代・70歳以上で高くなっています。 

・「吸っている」とする割合を全国調査と比較

すると、男性の 20歳代・30歳代は全国を

かなり下回りますが、男性 60 歳以上では

上回っています。 

 

 

 

  

あなたは、ロコモティブシンドロームを知っていますか。（○印は１つ） 20歳以上 幼児保護者 

あなたは、たばこ（煙の出ない加熱式たばこを含む）を吸ったことはありますか。 

（○印は１つ） 20歳以上 

14.8 

24.7 

57.7 

2.7 

0 20 40 60 80 100

言葉も内容も知っている

言葉は聞いたことが

あるが内容は知らない

言葉も内容も知らない

無回答

％(n=582)20歳以上

7.9 

18.5 

70.6 

3.0 

0 20 40 60 80 100

(n=432)
％

幼児保護者

54.5 

24.4 

19.4 

1.7 

54.4 

25.0 

19.9 

0.8 

0 20 40 60 80 100

以前から吸わない

やめた

吸っている

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

19.4 

15.0 

22.2 

39.3 

32.7 
30.3 

8.7 

9.5 11.4 

14.7 

9.3 

18.2 

22.8 

32.1 36.7 
35.1 

21.2 

7.0 

11.5 
13.7 

13.1 

5.6 

0

10

20

30

40

50
％

20歳以上（喫煙者の割合）

今回調査(n=582)

全国調査(n：不明)

全国調査は、2017年全国たばこ喫煙者調査（ＪＴ） 
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・「やめた」とする回答者の過去の喫煙状況では、１日に「20～29本」が多く、喫煙年数は「20～24年」

と「30～34年」がいずれも 14.1％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「やめた」とするきっかけは、「体の

調子が悪くなった、病気になった」

が 36.6％と最も多いです。これに

「たばこ代が高く、経済負担が大

きい」(25.4％)、「その他」(20.4％)

が続きます。 

・「たばこ代が高く、経済負担が大き

い」は、「職場が禁煙になった、喫

煙場所が少なくなった」(13.4％)

とともに、前回調査と比べて増加し

ました。 

 

 

  

問 45で、「２．やめた」とお答えの方にお聞きします。 

過去の喫煙状況について、次の（ ）に数字を記入してください。 20歳以上 

問 45で、「２．やめた」とお答えの方にお聞きします。 

禁煙されたきっかけは何ですか。（○印はいくつでも） 20歳以上 

7.0 

26.8 

43.0 

9.9 

5.6 

1.4 

1.4 

4.9 

0 10 20 30 40 50

0～9本

10～19本

20～29本

30～39本

40～49本

50～59本

60本以上

無回答

％

(n=142)
20歳以上（１日の本数）

4.9 

8.5 

11.3 

8.5 

14.1 

7.0 

14.1 

7.7 

5.6 

3.5 

2.8 

12.0 

0 10 20 30 40 50

0～4年

5～9年

10～14年

15～19年

20～24年

25～29年

30～34年

35～39年

40～44年

45～49年

50年以上

無回答

％

(n=142)20歳以上（喫煙年数）

16.2 

0.0 

12.0 

0.0 

15.5 

36.6 

25.4 

13.4 

20.4 

1.4 

27.0 

1.0 

14.0 

1.0 

14.5 

41.5 

17.0 

3.0 

23.5 

0.5 

0 10 20 30 40 50

家族や友人から禁煙を勧められた

禁煙に関する健康教室に参加した

新聞やテレビなどで禁煙に

関することを見聞きした

健康まつりなどのイベントで

禁煙に関することを見聞きした

健診や診察を受けたとき、

禁煙を勧められた

体の調子が悪くなった、病気になった

たばこ代が高く、経済負担が大きい

職場が禁煙になった、

喫煙場所が少なくなった

その他

無回答

％

20歳以上

今回調査(n=142)

前回調査(n=200)
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・１日の本数では「10～19本」(37.2％)と「20～29本」(33.6％)が多くなっています。 

・喫煙年数では「30～34年」が最も多いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「喫煙本数を減らすなど、周囲に配慮するよう心がけている」(42.5％)が最も多く、これに「喫煙できる場

所であっても、周囲の人の了解を得てから吸う」(24.8％)、「気をつけていることは特にない」(15.9％)が

続きます。 

 

 

 

 

  

問 45で、「３．吸っている」とお答えの方にお聞きします。 

あなたの、現在の喫煙状況について、次の（ ）に数字を記入してください。 20歳以上 

問 45で、「３．吸っている」とお答えの方にお聞きします。 

あなたは、他人がいる場所でたばこ（煙の出ない加熱式たばこを含む）を吸うとき、気をつけているこ

とはありますか。（○印は１つ） 20歳以上 

9.7 

37.2 

33.6 

6.2 

8.0 

0.0 

0.9 

4.4 

0 10 20 30 40 50

0～9本

10～19本

20～29本

30～39本

40～49本

50～59本

60本以上

無回答

％
(n=113)

20歳以上（１日の本数）

2.7 

3.5 

3.5 

11.5 

8.0 

17.7 

6.2 

11.5 

6.2 

10.6 

1.8 

16.8 

0 10 20 30 40 50

5～9年

10～14年

15～19年

20～24年

25～29年

30～34年

35～39年

40～44年

45～49年

50～54年

55年以上

無回答

％
(n=113)

20歳以上（喫煙年数）

12.4 

24.8 

42.5 

15.9 

4.4 

6.9 

28.9 

46.5 

14.5 

3.1 

0 10 20 30 40 50

喫煙できる場所であっても、

自分以外に人がいる場所では吸わない

喫煙できる場所であっても、

周囲の人の了解を得てから吸う

喫煙本数を減らすなど、

周囲に配慮するよう心がけている

気をつけていることは特にない

無回答

％

20歳以上

今回調査(n=113)

前回調査(n=159)



 

56 

 

 

 

 

 

・「関心があるが、今後６ヶ月

以内に禁煙しようと考え

ていない」が 46.9％で、

半数近くの喫煙者は禁煙

に関心があるが、すぐに取

り組む予定がありません。

これよりも禁煙に意欲的

な「今後６ヶ月以内に禁煙

しようと考えているが、こ

の１ヶ月以内に禁煙する

予定はない」(7.1％)と「こ

の１ヶ月以内に禁煙する

予定である」(1.8％)の合

計は１割未満にとどまっています。 

 

 

 

 

・約半数にあたる 49.6％が「禁煙するつもりはない」と回答しています。禁煙への具体的な必要策としては

「専門の医師による服薬治療」(12.4％)、「職場や公共施設等の禁煙・分煙の推進」(8.0％)などが比較的

高いです。 

 

 

  

問 45で、「３．吸っている」とお答えの方にお聞きします。 

あなたは、禁煙することにどの程度関心がありますか。（○印は１つ） 20歳以上 

問 45で、「３．吸っている」とお答えの方にお聞きします。 

あなたが、禁煙するために必要なことは何ですか。（○印は１つ） 20歳以上 

1.8 

7.1 

46.9 

38.9 

5.3 

4.4 

12.6 

45.3 

34.6 

3.1 

0 10 20 30 40 50

この１ヶ月以内に禁煙する予定である

今後６ヶ月以内に禁煙しようと考えている

が、この１ヶ月以内に禁煙する予定はない

関心があるが、今後６ヶ月以内に禁煙しよ

うと考えていない

関心がない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=113)

前回調査(n=159)

0.0 

0.9 

6.2 

4.4 

8.0 

12.4 

49.6 

9.7 

8.8 

1.9 

5.0 

5.0 

2.5 

5.7 

12.6 

49.1 

10.1 

8.2 

0 10 20 30 40 50

禁煙教室などの取り組み

保健師などによる禁煙支援

禁煙に関する情報提供・情報発信

禁煙に関する相談窓口

職場や公共施設等の禁煙・

分煙の推進

専門の医師による服薬治療

禁煙するつもりはない

その他

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=113)

前回調査(n=159)
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・この半年間に受動喫煙にあったとする割合は 63.2％

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・過半数の回答者があげているのは

「肺がんになりやすい」(79.7％)、

「気管支炎やぜんそくになりやす

い」(65.1％)、「妊婦への影響（早

産・低体重児出産など）がある」

(59.3％)です。 

・女性 30歳代では「妊婦への影響（早

産・低体重児出産など）がある」が

第 1位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受動喫煙の影響では「肺がんになりやす

い」(72.5％)、「気管支炎やぜんそくに

なりやすい」(69.6％)、「妊婦に関連し

た異常がおこりやすい」(54.1％)など

が半数以上の回答者に知られています。 

・男女の 20歳代・30歳代では「妊婦に

関連した異常がおこりやすい」の割合

が 70％以上と高く、いずれも第 2 位

になっています。 

  

「受動喫煙」とは、室内やこれに準ずる環境において、他人のたばこ（煙の出ない加熱式たばこを含

む）の煙を吸わされることをいいます。あなたは、この半年間に受動喫煙にあったことがありますか。

（○印は１つ） 20歳以上 

たばこ（煙の出ない加熱式たばこを含む）を吸うことで影響がでると思うものを選んでください。 

（○印はいくつでも） 20歳以上 

他人のたばこ（煙の出ない加熱式たばこを含む）の煙をまわりの人が吸うことで影響がでると思うもの

を選んでください。（○印はいくつでも） 20歳以上 

63.2 

28.7 

8.1 

61.0 

23.1 

15.9 

0 20 40 60 80 100

ある

ない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

38.0 

41.4 

7.7 

65.1 

13.6 

79.7 

27.1 

47.9 

59.3 

1.7 

2.9 

9.6 

40.9 

37.8 

8.0 

63.8 

14.4 

84.0 

22.6 

48.3 

56.9 

0.9 

1.8 

8.1 

0 20 40 60 80 100

心臓病になりやすい

脳卒中になりやすい

糖尿病になりやすい

気管支炎やぜんそくになりやすい

胃かいようになりやすい

肺がんになりやすい

歯周病になりやすい

子どもへの影響がある

妊婦への影響がある

影響はでない

その他

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

24.9 

69.6 

72.5 

23.0 

54.1 

2.7 

3.1 

9.5 

24.3 

66.3 

77.0 

18.1 

49.9 

3.3 

1.8 

9.4 

0 20 40 60 80 100

心臓病になりやすい

気管支炎やぜんそくになりやすい

肺がんになりやすい

乳児が突然死症候群になりやすい

妊婦に関連した異常がおこりやすい

その他

影響はでない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・受動喫煙による影響を知っている割合は、中学生 93.7％、小学生 89.1％で、おおむねよく知られていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家族に喫煙者がいるとする割合は、小学生・中学生ともに約半数です。 

・幼児保護者では、100％から「誰も喫煙しない」「無回答」の割合をひくと 47.4％で、喫煙者は約半数で

す。また家族では父親が喫煙者である場合が多いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家族の喫煙者は、受動喫煙の影響を考えて工夫を「している」とする割合は、小学生・中学生ともに58％です。 

・幼児保護者では、子どものそばで吸っているかどうかをたずねていますが、「気になっているが、吸ってい

る」が 32.7％、「平気で吸っている」が 6.8％で、約４割が幼児のそばで喫煙しています。 

 

 

  

あなたは、他人のたばこ（煙の出ない加熱式たばこも含みます）の煙が、まわりの人の健康に影響をお

よぼすことを知っていますか。（○印は１つ） 小中学生 

89.1 

7.7 

3.2 

94.1 

4.5 

1.4 

0 20 40 60 80 100

知っている

知らない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

93.7 

3.7 

2.6 

95.9 

2.6 

1.5 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

53.2 

45.9 

0.9 

56.9 

42.2 

0.9 

0 20 40 60 80 100

いる

いない

無回答

％小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

50.4 

48.9 

0.7 

58.4 

40.6 

1.0 

0 20 40 60 80 100

％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

39.1 

13.2 

5.6 

0.5 
49.1 

3.5 

39.6 

16.6 

6.6 

0.6 

49.9 
1.4 

0 10 20 30 40 50

父親

母親

祖父母

その他

誰も喫煙しない

無回答

％
幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

58.3 

40.0 

1.6 

50.9 

48.7 

0.3 

0 20 40 60 80 100

している

していない

無回答

％小学生

今回調査(n=492)

前回調査(n=632)

58.2 

40.1 

1.6 

47.2 

52.1 

0.7 

0 20 40 60 80 100

％中学生

今回調査(n=431)

前回調査(n=585)

6.8 

32.7 

60.0 

0.5 

8.9 

36.3 

54.4 

0.4 

0 20 40 60 80 100

平気で吸っている

気にはなっているが、

吸っている

吸っていない

無回答

％幼児保護者

今回調査(n=205)

前回調査(n=237)

今、あなたの家族で、たばこ（煙の出ない加熱式たばこも含みます）を吸っている人はいますか。 

（○印は１つ） 小中学生 

一緒に暮らしているご家族に、喫煙される方はいますか（煙の出ない加熱式たばこも含みます）。お子さ

んから見た続き柄で○印をつけてください。（○印はいくつでも） 幼児保護者 

問 34で、「１．いる」とお答えの方にお聞きします。たばこ(煙の出ない加熱式たばこも含みます)を吸っているあなたのご家族の

方は、家の中などでたばこを吸う場所や時間の工夫（あなたの目の前では吸わない等）をしていますか。（○印は１つ） 小中学生 

問 39で、「１．父親」「２．母親」「３．祖父母」「４．その他」とお答えの方にお尋ねします。たばこ（煙の出ない加熱式たばこ

も含みます）を吸っている方は、お子さんのそばで吸われていますか。（○印は１つ） 幼児保護者 
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・喫煙経験は、小学生で 2.8％、中学生で 2.2％であり、低下傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サンプル数が少ないですが、小学生では８歳～９歳で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学生では 11.5％が、中学生では 15.8％が「吸った」としています。 

 

 

 

 

 

  

あなたは、たばこ（煙の出ない加熱式たばこも含みます）を吸ったことがありますか。（○印は１つ） 小中学生 

問 37で、「１．ある」とお答えの方にお聞きします。あなたが、初めてたばこを吸ったのは何歳の時で

すか。次の（ ）に数字で記入してください。 小中学生 

問 37で、「１．ある」とお答えの方にお聞きします。 

あなたは、最近１か月以内にたばこを吸いましたか。（○印は１つ） 小中学生 

2.2 

95.0 

2.8 

9.3 

89.1 

1.6 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

2.8 

94.8 

2.4 

5.0 

92.8 

2.2 

0 20 40 60 80 100

ある

ない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

7.7 

11.5 

7.7 

34.6 

19.2 

19.2 

14.3 

7.2 

14.2 

26.8 

32.2 

5.4 

0 20 40 60 80 100

３歳以下

４～５歳

６～７歳

８～９歳

10～11歳

無回答

％小学生

今回調査(n=26)

前回調査(n=56)

10.5 

5.3 

21.1 

21.1 

0.0 

21.1 

21.1 

3.3 

5.4 

1.1 

2.2 

21.6 

61.4 

5.4 

0 20 40 60 80 100

３歳以下

４～５歳

６～７歳

８～９歳

10～11歳

12歳～14歳

無回答

％中学生

今回調査(n=19)

前回調査(n=93)

11.5 

76.9 

11.5 

5.4 

91.1 

3.6 

0 20 40 60 80 100

吸った

吸っていない

無回答

％小学生

今回調査(n=26)

前回調査(n=56)

15.8 

84.2 

0.0 

32.3 

66.7 

1.1 

0 20 40 60 80 100

％中学生

今回調査(n=19)

前回調査(n=93)
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・「COPD」について、言葉を知っている（「言葉も内容も知っている」と「言葉は聞いたことがあるが内容

は知らない」との合計値）と答えた割合は、20歳以上市民では 39.5％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころの健康・休養 

 

 

 

・最も多い時間帯は「6 時間以上７時

間未満」の 35.9％です。これより

睡眠時間の短い「5時間以上６時間

未満」「５時間未満」は前回調査より

もその割合が増加し、これより長い

「７時間以上８時間未満」「８時間

以上９時間未満」などは前回よりも

減少していることから、全体に睡眠

の短時間化の傾向がみられます。 

・性別でみると、「５時間以上６時間未

満」の割合は女性は男性よりも 11

ポイント高く、「7時間以上８時間未

満」の割合は男性が女性より６ポイ

ント高くなっており、女性の方が睡眠時間が短い傾向がみられます。 

 

 

  

あなたは、COPD（慢性閉塞性肺疾患）を知っていますか。（○印は１つ） 20歳以上 幼児保護者 

あなたの１日の睡眠は何時間くらいですか。（○印は１つ） 20歳以上 

9.8 

29.7 

53.8 

6.7 

0 20 40 60 80 100

言葉も内容も知っている

言葉は聞いたことがあるが内容は

知らない

言葉も内容も知らない

無回答

％
(n=582)20歳以上

16.0 

28.5 

53.9 

1.6 

0 20 40 60 80 100

(n=432) ％
幼児保護者

0.7 

7.0 

15.6 

35.9 

28.5 

11.0 

1.2 

1.8 

9.1 

24.5 

31.5 

23.3 

9.3 

0.6 

0 10 20 30 40 50

９時間以上

８時間以上９時間未満

７時間以上８時間未満

６時間以上7時間未満

５時間以上６時間未満

５時間未満

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)



 

61 

 

 

 

 

 

 

・小学生、中学生、幼児ともに「午前７時台」が過半数ですが、前回調査と比べると割合を下げています。そ

してこれに続く「午前６時台」の割合は、いずれも増加しており、起床時刻が早まっている傾向がみられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学生は午後 10 時台の就寝が最も多く、中学生は午後 11 時台が最も多いです。小中学生ともに前回調

査と比べると、これらの時間帯より遅い時刻の割合が下がり、早い時刻の割合が上がっています。起床時

刻の早朝化とあわせると、小中学生では「早寝早起き」の習慣化が進みつつある傾向がみられます。 

 

 

  

6.1 

23.4 

37.4 

20.7 

7.1 

5.3 

4.5 

16.9 

37.5 

29.2 

9.7 

2.2 

0 20 40 60 80 100

午後９時より前

午後９時台

午後10時台

午後11時台

午前０時以降

無回答

％

小学生（就寝時刻）

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

2.1 

16.4 

48.1 

27.5 

3.7 

0.0 

2.1 

1.2 

15.8 

52.4 

23.0 

4.9 

0.2 

2.5 

0 20 40 60 80 100

午後８時以前

午後８時台

午後９時台

午後10時台

午後11時台

深夜12時以降

無回答

％
幼児保護者（就寝時刻）

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

1.6 

5.7 

20.0 

40.9 

27.5 

4.3 

0.8 

3.4 

16.4 

41.1 

35.4 

3.0 

0 20 40 60 80 100
％

中学生（就寝時刻）

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

あなたの、平日（学校がある日）の「朝、起きる時間」と「夜、寝る時間」は何時ごろですか。 

（①起きる時間、②寝る時間でそれぞれ○印は１つ） 小中学生 

平日、あて名のお子さんが起きる時間と寝る時間は何時ごろですか。 

（①起きる時間、②寝る時間でそれぞれ○印は１つ） 幼児保護者 

35.7 

56.4 

1.2 

6.0 

0.8 

26.9 

67.3 

1.4 

3.7 

0.7 

0 20 40 60 80 100

午前６時台

午前７時台

午前８時台

その他

無回答

％

小学生（起床時刻）

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

40.4 

50.8 

2.9 

5.3 

0.6 

35.3 

56.2 

4.2 

3.6 

0.7 

0 20 40 60 80 100

％

中学生（起床時刻）

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

2.3 

28.0 

57.9 

11.1 

0.0 

0.0 

0.7 

0.8 

18.7 

67.1 

12.5 

0.0 

0.0 

0.8 

0 20 40 60 80 100

午前６時以前

午前６時台

午前７時台

午前８時台

午前９時台

午前10時以降

無回答

％

幼児保護者（起床時刻）

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)
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・小学生で最も多い睡眠時間帯は「８～９時間未満」で 26.7％、中学生では「６～７時間未満」の 35.0％、

幼児では「９～10時間未満」の 51.4％です。いずれもこの時間帯をピークとしており、その両側に向け

てその割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・20歳以上全体では「十分とれている」(11.9％)、「まあ

まあとれている」(53.3％)の合計値は 65.2％です。ま

た「あまりとれていない」(27.5％)、「まったくとれてい

ない」(2.9％)の合計値は 30.4％で、約３割の回答者が

睡眠で休養がとれていないとしています。 

・このうち「十分とれている」の割合は、前回調査と比べる

と７ポイント下がり、「あまりとれていない」の割合は７

ポイント上がりました。 

・「まったくとれていない」の割合は、男性 50歳代と女性

30歳代で高く、１割前後になっています。 

 

 

 

・「すっきりと目がさめる」とする割合は、小学生で 20.3％、中学生では 10.9％で中学生が低いです。 

・「眠くて、なかなか起きられない」とする割合は、前回調査と比べて小学生で 11ポイント下がり、中学生

も８ポイント下がりました。小学生では「すっきりと目がさめる」が７ポイント上がっています。 

 

 

  

平日（学校がある日）のあなたの睡眠時間はどのくらいですか。（○印は１つ）／あて名のお子さんの睡

眠時間はどのくらいですか。（○印は１つ） 小中学生 幼児保護者 

あなたは普段とっている睡眠で、休養が十分とれていますか。（○印は１つ） 20歳以上 

平日（学校がある日）の朝起きたとき、すっきりと目がさめますか。（○印は１つ） 小中学生 

5.3 

13.1 

20.9 

26.7 

25.0 

6.3 

2.7 

4.3 

15.4 

23.8 

27.1 

22.8 

5.4 

1.2 

0 20 40 60 80 100

６時間未満

６～７時間未満

７～８時間未満

８～９時間未満

９～10時間未満

10時間以上

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

13.6 

35.0 

28.7 

13.1 

6.5 

1.8 

1.3 

14.1 

34.8 

31.2 

11.9 

5.7 

1.6 

0.8 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

0.0 

1.2 

7.9 

27.8 

51.4 

11.1 

0.7 

0.0 

1.0 

6.2 

26.3 

54.2 

12.1 

0.2 

0 20 40 60 80 100
％

幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

11.9 

53.3 

27.5 

2.9 

3.3 

1.2 

19.1 

52.0 

20.1 

2.5 

4.5 

1.8 

0 20 40 60 80 100

十分とれている

まあまあとれている

あまりとれていない

まったくとれていない

わからない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

20.3 

58.5 

19.8 

1.3 

13.6 

55.4 

30.5 

0.5 

0 20 40 60 80 100

すっきりと目がさめる

少し眠たい

眠くて、なかなか起きられない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

10.9 

59.3 

29.2 

0.6 

9.5 

52.7 

36.8 

1.0 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)
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・20歳以上では「よくある」(24.4％)、「ときどきある」(50.0％)でおよそ４人に３人の回答者（74.4％）

がなんらかのストレスを感じています。 

・小学生では「よくある」(23.9％)、「ときどきある」(37.6％)の合計値は 61.5％、中学生では「よくある」

(30.0％)と「ときどきある」(42.2％)で合計値は 72.2％と、20歳以上に近い割合になっています。 

・20歳以上で「よくある」とする割合が高い層は、男性 30歳代・50歳代と女性 30歳代・40歳代で、

40％以上になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・20歳以上では「その都度解消できている」(8.3％)、「解消できることが多い」(40.0％)の合計値の 48.3％

の回答者がおおむね解消できていますが、そのいっぽう「解消できないことが多い」(26.3％)、「解消でき

ていない」(9.9％)であり、この合計値は 36.2％で３人に１人の割合で解消がむずかしいとしています。 

・小中学生では、「あまり解消できていない」と「まったく解消できていない」の合計値は、小学生で 31.3％、

中学生で37.5％となっており、解消しづらいとする割合は20歳以上と同等かそれより高くなっています。 

・20歳以上で「解消できないことが多い」と「解消できていない」の合計値が 50％以上の層は、男性 30

歳代(57.2％)、男性 50歳代(52.6％)、女性 30歳代(50.0％)で、問 35のストレスを感じることが「よ

くある」とする割合が高い層と重なります。 

  

あなたは、日頃の生活のなかでストレスを感じることはありますか。／あなたは、ふだんの生活でスト

レスを感じることはありますか。（○印は１つ） 20歳以上 小中学生 

（ストレスを感じることが）「１．よくある」「２．ときどきある」とお答えの方にお聞きします。 

あなたは、ストレスを解消できていますか。（○印は１つ） 20歳以上 小中学生 

24.4 

50.0 

18.7 

4.1 

2.7 

22.8 

50.4 

23.4 

3.0 

0.5 

0 20 40 60 80 100

よくある

ときどきある

あまりない

まったくない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

23.9 

37.6 

26.4 

11.4 

0.8 

19.1 

40.0 

24.0 

15.7 

1.3 

0 20 40 60 80 100

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

30.0 

42.2 

20.7 

6.4 

0.7 

26.6 

38.5 

23.7 

9.9 

1.4 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

8.3 

40.0 

26.3 

9.9 

12.5 

3.0 

10.1 

38.5 

26.3 

8.0 

15.7 

1.4 

0 10 20 30 40 50

その都度解消できている

解消できることが多い

解消できないことが多い

解消できていない

わからない (n=92)

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=433)

前回調査(n=585)

22.4 

46.0 

18.3 

13.0 

0.4 

21.5 

45.0 

20.4 

11.4 

1.7 

0 10 20 30 40 50

うまく

解消できている

ある程度

解消できている

あまり

解消できていない

まったく

解消できていない

無回答

％
小学生

今回調査(n=568)

前回調査(n=656)

15.9 

46.3 

26.5 

11.0 

0.3 

14.7 

44.4 

26.6 

13.4 

0.9 

0 10 20 30 40 50
％中学生

今回調査(n=618)

前回調査(n=651)
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・ストレス解消法で多いものは「趣味を楽し

む」(31.2％)、「寝る」(30.0％)、「友人と

会う」(25.2％)、「家族に話す」(24.7％)な

どです。「解消する方法がない」は 6.0％と

なっています。 

・男女の各層を全体的にみると、男性では「趣

味を楽しむ」や「寝る」「お酒を飲む」が上

位に位置している層が多いのに対して、女

性では「家族に話す」や「買い物をする」が

多くの年齢層で上位を占めています。「解消

する方法がない」が最も高いのは女性30歳

代です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１位から３位を通して全体的には、小中学生ともに「友達と遊ぶ」「友達と話す」「ゲームをする」「寝る」

などが上位になっています。 

・1 位・2 位・3 位それぞれ１％につき、３点・２点・１点の重みづけをして加え合わせた得点でみると、

下のグラフのようになります。小中学生ともに第１位は「友達と遊ぶ」ですが、小学生では「ゲームをす

る」が中学生よりも上位で、中学生では「寝る」が小学生より上位などの違いがあります。また中学生で

は「クラブ活動」が第５位になっています。 

 

 

  

問 35で、「１．よくある」「２．ときどきある」とお答えの方にお聞きします。 

あなたは、ストレスを感じたとき、どのように解消しますか。（○印はいくつでも） 20歳以上 

問 29で、「１．よくある」または「2．ときどきある」とお答えの方にお聞きします。 

あなたのストレスの解消法は何ですか。（いちばんあてはまっているものを順に３つまで選び、番号を回

答らんに書いてください。） 小中学生 

15.0 

25.2 

24.7 

3.2 

21.9 

31.2 

11.3 

19.9 

18.0 

30.0 

8.3 

6.0 

17.1 

16.8 

27.5 

29.4 

4.1 

27.0 

35.0 

12.3 

21.9 

20.7 

30.4 

6.5 

3.6 

9.9 

0 10 20 30 40 50

スポーツ等で体を動かす

友人と会う

家族に話す

子どもと遊ぶ

買い物をする

趣味を楽しむ

電話やメールをする

お酒を飲む

食べる

寝る

その他

解消する方法がない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=433)

前回調査(n=585)

93.8 

90.0 

62.8 

52.9 

52.9 

46.3 

28.4 

24.3 

21.4 

16.5 

13.5 

12.8 

8.2 

7.9 

0 50 100

友達と遊ぶ

ゲームをする

寝る

友達と話す

その他

テレビを見る

読書をする(マンガをふくむ)

インターネットをする

食べる

親や先生に相談する

買い物へ行く

カラオケへ行く

クラブ活動

メールをする

点
小学生（１位～３位の重みづけ）

95.8 

75.7 

74.3 

70.4 

40.4 

36.1 

32.7 

24.3 

22.2 

20.2 

17.8 

10.6 

10.3 

9.9 

0 50 100

友達と遊ぶ

寝る

友達と話す

ゲームをする

クラブ活動

インターネットをする

その他

テレビを見る

食べる

読書をする(マンガをふくむ)

カラオケへ行く

メールをする

親や先生に相談する

買い物へ行く

点
中学生（１位～３位の重みづけ）
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・全体的に「ゲームをしている」「テレビを見ている」「家族と一緒に出かけている」「習い事をしている」な

どが多いです。中学生では「インターネットや電子メールをしている」も比較的多くなっています。 

・1 位・2 位・3 位それぞれ１％につき、３点・２点・１点の重みづけをして加え合わせた得点でみると、

下のグラフのようになります。「ゲームをしている」「テレビを見ている」と小中学生とも第１位と第２位

ですが、小学生では「家族と一緒に出かけている」の順位が高く、中学生では「インターネットや電子メ

ールをしている」の順位が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯と口の健康 

 

 

 

・１日２回歯をみがく割合を多い順にみると、中学生(70.0％)＞小学生(67.6％)＞幼児(57.4％)＞20歳以

上(55.2％)となります。幼児では３回以上みがく割合が 23.6％とこのなかで最も高いです。 

 

  

あなたは、休日は、どのようにすごしますか。（いちばんあてはまっているものを順に３つまで選び、番

号を回答らんに書いてください。） 小中学生 

あなたは、歯みがきを１日に何回しますか。（○印は１つ）／あて名のお子さんは、歯みがきを１日に何

回しますか。（○印は１つ） 20歳以上 小中学生 幼児保護者 

111.7 

111.6 

80.1 

50.8 

48.5 

27.5 

27.4 

26.3 

24.2 

18.8 

17.6 

12.0 

0 50 100 150

ゲーム

テレビ

家族と一緒に出かけている

家の外での遊び

習いごと

家の中での遊び

読書(マンガをふくむ)

家で勉強

地域のスポーツ活動

その他

インターネットや電子メール

塾で勉強

点
小学生（１位～３位の重みづけ）

114.3 

107.2 

59.1 

56.7 

55.5 

42.0 

26.5 

24.0 

23.0 

20.2 

17.8 

12.5 

0 50 100 150

ゲーム

テレビ

インターネットや電子メール

家の外での遊び

その他

家族と一緒に出かけている

読書(マンガをふくむ)

習いごと

地域のスポーツ活動

家で勉強

家の中での遊び

塾で勉強

点
中学生（１位～３位の重みづけ）

18.1 

57.4 

23.6 

0.2 

0.7 

18.7 

58.1 

21.8 

0.8 

0.6 

0 20 40 60 80 100

％幼児保護者（子）

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

22.0 

55.2 

20.8 

0.9 

1.2 

25.4 

54.8 

16.4 

1.6 

1.9 

0 20 40 60 80 100

１回

２回

３回以上

しない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

14.9 

67.6 

15.8 

0.9 

0.8 

15.9 

69.6 

12.2 

1.2 

1.1 

0 20 40 60 80 100

１回

２回

３回以上

しない

無回答

％小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

13.3 

70.0 

15.5 

0.5 

0.7 

10.9 

73.0 

14.6 

0.2 

1.3 

0 20 40 60 80 100

％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)
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・幼児保護者が幼児の仕上げみがきをする割合は

「毎日する」が 63.7％、「時々する」が 31.9％で

す。前回調査と比べると「毎日する」とする割合は

11ポイント上がっています。 

 

 

 

 

・全体では、前回調査と比べると「24本以上」

とする割合は 10ポイント上がっています。 

・「24 本以上」の割合が低いのは男性 70 歳

以上、男性 60歳代、女性 70歳以上で、い

ずれも 30％未満です。逆に男性 70歳以上

と男性 60歳代では「10本以上 20本未満」

が 30％を超えています。 

 

 

 

 

 

 

・「知っている」とする割合は 45.0％で、前回調査から

10ポイント高くなりました。この割合は女性で高く、

特に女性の 50歳以上では「知っている」とする割合

が 50％以上になっています。 

 

 

 

 

 

 

・「受けた」は 63.1％で、前回調査と比べると８ポイ

ント高くなっています。「受けていない」とする割

合が「受けた」より多いのは、男性 30歳代と女性

40歳代です。 

 

  

あて名のお子さんの歯みがきについて、あなたは仕上げみがきをしますか。（○印は１つ） 幼児保護者 

現在、あなたの歯は何本ありますか。（○印は１つ）※入れ歯や差し歯は含みません。 20歳以上 

あなたは、「残っている歯が多いほど、寝たきりや認知症の予防になる」ことを知っていましたか。 

（○印は１つ） 20歳以上 

あなたは、過去１年間に歯科健診を受けましたか。（○印は１つ） 20歳以上 

63.7 

31.9 

3.5 

0.9 

52.4 

39.6 

7.8 

0.2 

0 20 40 60 80 100

毎日する

時々する

まったくしない

無回答

％
幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

2.1 

10.3 

15.1 

16.5 
49.7 

5.0 

1.4 

3.6 

11.6 

20.3 

22.0 

39.4 

3.1 

0 10 20 30 40 50

０本

１本以上10本未満

10本以上20本未満

20本以上24本未満

24本以上

わからない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

前回調査では「わからない」

を設けていない 

45.0 

54.5 

0.5 

34.9 

63.5 

1.6 

0 20 40 60 80 100

知っている

知らない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

63.1 

36.3 

0.7 

55.1 

43.9 

1.0 

0 20 40 60 80 100

受けた

受けていない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・「知っている」割合は 40.5％で前回調査より増えまし

たが、「知らない」とする割合は 57.9％で依然として

半数以上の回答者が知りません。 

・女性では「知っている」とする割合が「知らない」を上

回っています。特に女性 60歳代は「知っている」割合

が 60.8％で最も高くなっています。 

 

 

 

・「歯科受診する」とする割合は 85.2％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歯科受診しない理由としては「痛みや苦

痛を感じない」 (27.1％ )、「面倒」

(27.1％)などが比較的多いです。 

 

 

 

 

アルコール 

 

 

 

・「ほぼ毎日飲む」は 23.0％、「週に１～２日くら

い飲む」は 12.4％などとなっており、週に１日

以上飲む割合は 44.3％になります。 

・「ほぼ毎日飲む」とする割合が高いのは、男性の50

歳代と 60歳代でいずれも半数を超えています。

これに男性 70歳以上が次いでおり、男性の中高

年層で飲酒する日数が多くなっています。 

・週 3 日以上飲酒する割合を全国調査と比較する

と、全体・男性・女性の割合は、おおむね全国平

均並みです。  

あなたは、市が実施している「成人歯科健診」事業を知っていますか。（○印は１つ） 20歳以上 

あなたは、歯の自覚症状を感じたときに歯科受診をしますか。（○印は１つ） 20歳以上 

問 43で「２．歯科受診しない」とお答えの方にお聞きします。歯科受診しない理由は何ですか。 

（○印は１つ） 20歳以上 

あなたは、ふだんお酒を飲んでいますか。（○印は１つ） 20歳以上 

40.5 

57.9 

1.5 

27.8 

70.9 

1.4 

0 20 40 60 80 100

知っている

知らない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

85.2 

12.0 

2.7 

85.9 

12.5 

1.6 

0 20 40 60 80 100

歯科受診する

歯科受診しない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

20.0 

14.3 

27.1 

27.1 

10.0 

1.4 

18.0 

21.0 

22.0 

22.0 

13.0 

4.0 

0 10 20 30 40 50

時間がない

治療費がない

痛みや苦痛を感じない

面倒

その他

無回答

％20歳以上

今回調査(n=70)
前回調査(n=100)

23.0 

8.9 

12.4 

51.2 

4.5 

23.3 

6.8 

12.4 

54.8 

2.9 

0 20 40 60 80 100

ほぼ毎日飲む

週に３～５日くらい飲む

週に１～２日くらい飲む

ほとんど飲んでいない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)



 

68 

 

 

 

 

・「１合程度」が 35.3％で最も多く、これに「２合程度」(31.0％)で次いでいます。 

・「２合程度」の割合が高いのは男性の 40歳代と 50歳代です。（男性 30歳代の３件の場合を除く） 

・問 56の飲酒頻度との関係をみると、１回に「２合程度」以上飲む層は「ほぼ毎日飲む」とする割合が６

割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・飲酒の適量を「知っている」とする割合は

46.2％、「知らない」割合は 48.1％でほぼ同数

です。 

 

 

 

 

 

 

・「肝臓病になりやすい」(78.9％)、

「アルコール依存症(中毒)になり

やすい」(76.8％)、「高血圧・心

臓病になりやすい」(49.0％)、

「妊婦・胎児への影響がある」

(48.3％)、「糖尿病になりやす

い」(44.5％)などが高い割合であ

げられています。 

・「高血圧・心臓病になりやすい」と

するのは男性で高く、「妊婦・胎児

への影響がある」とするのは女性

で高いです。 

  

問 56で、「１．ほぼ毎日飲む」「２．週に３～５日くらい飲む」「３．週に１～２日くらい飲む」とお答えの

方にお聞きします。あなたは、１回あたりお酒をどの程度飲んでいますか。（○印は１つ） 20歳以上 

あなたは、飲酒の適量は、１日に日本酒１合程度だということを知っていますか。（○印は１つ） 20歳以上 

多量のお酒を長期間飲み続けることで影響がでると思うものを選んでください。（○印はいくつでも） 20歳以上 

21.7 

35.3 

31.0 

10.9 

1.2 

26.0 

31.3 

28.6 

9.7 

4.4 

0 10 20 30 40 50

１合未満

１合程度

２合程度

３合以上

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=258)

前回調査(n=339)

51.9 

44.6 

42.9 

62.5 

60.7 

20.2 

19.6 

23.1 

18.8 

17.9 

27.9 

35.7 

34.1 

18.8 

21.4 

0 20 40 60 80 100

全 体(n=258)

１合未満(n=56)

１合程度(n=91)

２合程度(n=80)

３合以上(n=28)

％20歳以上（飲酒量と飲酒頻度）

ほぼ毎日飲む
週に３～5日くらい飲む
週に１～２日くらい飲む

46.2 

48.1 

5.7 

47.3 

37.0 

15.8 

0 10 20 30 40 50

知っている

知らない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

49.0 

37.8 

44.5 

78.9 

13.7 

76.8 

18.9 

48.3 

1.9 

0.9 

5.7 

44.4 

36.8 

41.6 

74.8 

8.5 

74.3 

21.8 

44.9 

1.0 

0.9 

8.1 

0 20 40 60 80 100

高血圧・心臓病になりやすい

脳卒中になりやすい

糖尿病になりやすい

肝臓病になりやすい

認知症になりやすい

アルコール依存症（中毒）になりやすい

がんになりやすい

妊婦・胎児への影響がある

その他

影響はでない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・「ある」とする割合は、小学生 14.6％、中学生 17.5％です。前回と比べて大きく減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康管理 

 

 

・「受けた」とする割合は 81.4％です。 

・性・年齢別では「受けた」の割合が低いのは、男女

ともに 20歳代です。男性の 40歳代以上では「受

けた」とする割合が 85％を超えています。 

 

 

 

 

・「自分の健康管理のため」

(51.1％)と「職場などで受け

るように決められている」

(41.4％)が主な理由としてあ

げられています。 

 

 

 

  

あなたは、これまでに１回でも、お酒を飲んだことがありますか。なめる程度は、「ない」に○をしてく

ださい。（○印は１つ） 小中学生 

あなたは過去１年間に、健康診査（血圧、血液検査、尿検査など）を受けましたか。（○印は１つ） 20歳以上 

問 60で、「１．受けた」とお答えの方にお聞きします。 

あなたが健診を受けた理由は何ですか。（○印はいくつでも） 20歳以上 

14.6 

81.8 

3.6 

42.5 

55.3 

2.2 

0 20 40 60 80 100

ある

ない

無回答

％小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

17.5 

79.7 

2.8 

50.4 

46.7 

2.9 

0 20 40 60 80 100
％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

81.4 

15.6 

2.9 

78.9 

19.8 

1.4 

0 20 40 60 80 100

受けた

受けていない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

51.1 

21.9 

3.0 

0.2 

41.4 

6.1 

0.6 

56.9 

23.8 

4.9 

0.8 

34.1 

7.1 

1.0 

0 20 40 60 80 100

自分の健康管理のため

健診の通知や受診勧奨があったので

家族に受けるように言われたので

友人や知人に誘われたので

職場などで受けるように決められている

その他

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=474)

前回調査(n=631)
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・健診を受けていない回答者で

は、その理由として「なんとな

く受けていない」(36.3％)、「忙

しくて受ける時間がないので」

(25.3％)、「受けに行くのが面倒

なので」(23.1％)などがあげら

れています。 

 

 

 

 

 

 

・「どれも受けていない」とするのは男性で 58.4％、女性で 44.9％です。男女とも残る半数前後が受診し

ていますが、どのがんの種類もおおむね２割程度の受診率になっています。男性では胃がんの受診率が、

また女性では子宮がんの受診率が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２歳６か月児歯科健診の 88.0％から１歳６か月

児健診の 92.4％まで、どの健診も約９割の回

答者が受診しています。 

・「いずれも受診していない」とする割合は 0.5％

です。 

  

問 60で、「２．受けていない」とお答えの方にお聞きします。 

あなたが健診を受けていない理由は何ですか。（○印はいくつでも） 20歳以上 

あなたは過去１年間に、がん検診を受けましたか。（○印はいくつでも） 20歳以上 

市が実施している健診の受診状況についてお尋ねします。あて名のお子さんが過去に受診された健診は

どれですか。（○印はいくつでも） 幼児保護者 

14.3 

25.3 

23.1 

36.3 

15.4 

14.3 

6.6 

4.4 

19.8 

6.6 

1.1 

24.1 

17.1 

32.9 

37.3 

7.0 

7.6 

8.9 

3.2 

24.1 

3.2 

2.5 

0 10 20 30 40 50

健康なので

忙しくて受ける時間がないので

受けに行くのが面倒なので

なんとなく受けていない

結果を知るのが怖いので

通院受診しているので

受け方を知らないので

健診を受ける場所が遠いので

費用がかかるので

その他

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=91)

前回調査(n=158)

25.2 

22.7 

20.2 

2.9 

58.4 

2.9 

17.5 

20.7 

13.3 

3.3 

57.4 

8.6 

0 20 40 60 80 100

胃がん

大腸がん

肺がん

乳がん

子宮がん

その他

どれも受けていない

無回答

％
20歳以上（男性）

今回調査(n=238)
前回調査(n=338)

19.2 

22.8 

14.1 

21.9 

23.7 

1.8 

44.9 

4.8 

15.0 

20.5 

16.6 

20.5 

20.8 

2.0 

47.2 

6.4 

0 20 40 60 80 100

％
20歳以上（女性）

今回調査(n=334)
前回調査(n=453)

90.0 

92.4 

88.0 

89.4 

0.5 

2.5 

88.9 

92.6 

80.7 

83.4 

2.7 

0.6 

0 20 40 60 80 100

４か月児健診

１歳６か月児健診

２歳６か月児歯科健診

３歳６か月児健診

いずれも受診していない

無回答

％
幼児保護者

今回調査(n=432)
前回調査(n=487)
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・子の健診をいずれも受診していな

い回答者は２人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・優先度の 1位・2位・3位におい

て、最も多く選択された項目は、それ

ぞれ「栄養や食事などに気をつける」

(32.2％)、「睡眠や休養をよくとらせ

る」(29.4％)、「睡眠や休養をよくと

らせる」（19.7％）です。 

・1位・2位・3位それぞれ１％につ

き、３点・２点・１点の重みづけをし

て加え合わせた得点でみると、「栄養

や食事などに気をつける」「睡眠や休

養をよくとらせる」「規則正しい生活を心がけさせる」が高く、これ以下を大きく引き離しています。 

 

 

 

・子どもたちが健全に育っていくためには第

１位に「規則正しい生活習慣」(60.4％)が

必要であるとしています。第２位で最も高

いのは「生活のゆとり」(25.9％)、第３位

で最も高いのは「公園や広場を整備する」

(18.1％)などとなっています。 

・1位・2位・3位それぞれ１％につき、３

点・２点・１点の重みづけをして加え合わ

せた得点でみると「規則正しい生活習慣」

が飛び抜けて高く、この半数ぐらいの得点

で「生活のゆとり」が続き、つぎにまたこの半数ぐらいの得点で「公園や広場を整備する」「子育て支援

サービスの充実」と続いています。  

問 23で、「５．いずれも受診していない」とお答えの方にお尋ねします。 

受診していない理由は何ですか。（○印は２つまで） 幼児保護者 

あなたのご家庭では、お子さんの健康づくりのためにどんなことを心がけていますか。 

（優先度の高い順に３つまで番号を回答欄にご記入ください。） 幼児保護者 

あなたは、子どもたちが心も体も元気に育っていくためには、何が必要だと思いますか。 

（優先度の高い順に３つまで番号を回答欄にご記入ください。） 幼児保護者 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
100.0 

0.0 

7.7 

38.5 

0.0 

0.0 

0.0 

15.4 

0.0 

0.0 

7.7 

0.0 

46.2 

0.0 

0 20 40 60 80 100

仕事のため受診できない
保育園・幼稚園等で受診している

健診につれていくのが大変
待ち時間が長い

健診の印象がよくない
かかりつけ医がいる

健診の時間帯・日程が合わない
健診実施を知らなかった
心配なことがなかった

健診の必要性を感じない
その他
無回答

％
幼児保護者

今回調査(n=2)
前回調査(n=13)

150 

136 

133 

47 

45 

25 

13 

11 

2 

0 50 100 150

栄養や食事などに気をつける

睡眠や休養をよくとらせる

規則正しい生活を心がけさせる

外遊びをしっかりさせる

歯みがきをしっかりさせる

安全な食品を選ぶように心がける

特に心がけていることはない

室内環境を整える

その他

点幼児保護者（１位～３位の重みづけ）

214 

115 

54 

49 

37 

36 

33 

28 

7 

6 

0 50 100 150 200 250

規則正しい生活習慣

生活のゆとり

公園や広場を整備する

子育て支援サービスの充実

医療サービスの充実

病気の早期発見

事故などの予防へのとりくみ

近所の人たちの見守り

その他

相談機関の充実

点

幼児保護者（１位～３位の重みづけ）



 

72 

 

 

 

・かかりつけの医師、歯科医師、薬局を「いずれも

持っていない」とする割合は 20.6％で、これに

無回答の 2.7％を加えて 100％から割合をひく

と、76.7％の回答者が何らかのかかりつけを持

っていることになります。 

・このうち「かかりつけ医師がいる」が最も多く

63.1％で、「かかりつけ歯科医師がいる」

(45.9％)、「かかりつけ薬局がある」(21.5％)の

順で少なくなります。 

・「かかりつけ医師がいる」とする割合は、男女と

もに 60歳以上で７割以上になります。これと同様に、60歳を分岐点としてこれ以上の層では「かかり

つけ歯科医師がいる」とする割合は男性では４割以上に、女性では５割以上になります。 

 

 

 

・健康手帳を「活用している」とする回答者は

12.4％、「持っているが、活用していない」

とする割合は 22.0％で、この合計値 34.4％

が健康手帳を所持していることになります。 

・前回調査と比べると「持っているが、活用し

ていない」の割合が 10ポイント下がりまし

た。また「健康手帳を知らない」(25.8％)と

する割合は６ポイント上がりました。 

・男女ともに、中高齢層を中心として「活用し

ている」割合が高いです。 

 

 

 

・お薬手帳を「活用している」とする回答者

は 39.3％、「持っているが、活用していな

い」とする割合は 35.4％で、この合計値

74.7％がお薬手帳を所持していることにな

り、健康手帳の 34.4％と比べるとお薬手

帳の普及度は高いです。 

 

 

  

あなたは、かかりつけの医師、歯科医師、薬局をお持ちですか。（○印はいくつでも） 20歳以上 

あなたは、健康手帳を持っていますか。また、健康手帳を活用していますか。（○印は１つ） 20歳以上 

あなたは、お薬手帳を持っていますか。また、お薬手帳を活用していますか。（○印は１つ） 20歳以上 

63.1 

45.9 

21.5 

20.6 

2.7 

68.8 

44.9 

20.1 

17.1 

3.4 

0 20 40 60 80 100

かかりつけ医師がいる

かかりつけ歯科医師がいる

かかりつけ薬局がある

いずれも持っていない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

12.4 

22.0 

36.1 

25.8 

3.8 

11.3 

31.9 

32.4 

19.9 

4.6 

0 10 20 30 40 50

活用している

持っているが、活用していない

持っていない

健康手帳を知らない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

39.3 

35.4 

19.6 

3.3 

2.4 

0 10 20 30 40 50

活用している

持っているが、活用していない

持っていない

お薬手帳を知らない

無回答

％
(n=582)20歳以上
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・「新聞・テレビ・ラジオ」が

60.1％で唯一過半数です。これ

に「医療機関（かかりつけ医、

歯科医など）」(28.5％)、「イン

ターネット」(27.0％)、「広報か

どま（市の広報誌）」(25.8％)、

「家族（配偶者、親、子ども）

や親族」(23.2％)、「本や雑誌」

(22.9％)などが続きます。 

・このうち、「インターネット」は

前回調査と比べて 13ポイント増

加しました。 

・性・年齢別では、男女ともに 20

歳代と 30歳代で「インターネッ

ト」が第１位を占めています。

「広報かどま」は女性では第２位

になっているほか、男性の 40歳

代と 60歳以上の層では第３位に

なっています。 

 

 

 

 

・「毎日する」の割合は、小学生で 50.4％、中学生で 54.7％です。 

 

 

 

 

 

  

あなたはふだん、健康に関する情報などを特にどこ（だれ）から入手していますか。 

（○印は３つまで） 20歳以上 

あなたの排便（うんち）についてお聞きします。あなたは、毎日、排便をしますか。（○印は１つ） 小中学生 

25.8 

1.0 

1.2 

0.9 

6.9 

28.5 

3.8 

0.3 

0.2 

60.1 

22.9 

27.0 

23.2 

17.9 

2.4 

2.2 

30.1 

1.3 

1.8 

1.1 

10.0 

31.6 

3.1 

1.0 

0.8 

53.6 

24.9 

14.4 

19.8 

13.9 

3.4 

3.6 

0 20 40 60 80 100

広報かどま（市の広報誌）

市のホームページ

各種催し物やイベント

健康手帳

市の健診や健康教室

医療機関（かかりつけ医、歯科医など）

かかりつけ薬局

地域の公民館等の教室・講座

食生活改善推進員等による啓発活動

新聞・テレビ・ラジオ

本や雑誌

インターネット

家族（配偶者、親、子ども）や親族

知人や友人

その他

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

50.4 

44.4 

3.6 

1.6 

52.0 

43.6 

3.4 

1.0 

0 20 40 60 80 100

毎日 する

２～３日に１回はする

でるまでに４日以上かかる

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

54.7 

38.1 

2.7 

4.6 

51.4 

41.6 

4.3 

2.7 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)
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・小学生では「早寝早起き」(77.6％)、「朝食・昼食・夕食をしっかり食べる」(76.1％)、「スポーツなど

で体を動かす」(74.7％)が 70％を超える上位を占めて、中学生では「スポーツなどで体を動かす」

(68.6％)、「朝食・昼食・夕食をしっかり食べる」(63.7％)、「早寝早起き」(60.5％)、「食事をバランス

よく食べる」(60.2％)が 60％を超える上位を占めていますが、どちらも数字に大きな差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康全体 

 

 

 

 

・20歳以上では「とても健康である」が 13.2％、「まあまあ健康である」が 66.8％で、この合計値

80.0％が自分の健康を自覚しています。残る約２割のうち「あまり健康でない」は 12.7％、「健康でな

い」は 6.2％です。 

・幼児保護者では、幼児の健康状態について「よい」61.6％、「ふつう」35.9％ですが、「悪い」は 0.5％

になっています。 

・20歳以上について、男性では「あまり健康でない」の割合が女性より 7ポイント高くなっています。ま

た「とても健康である」の割合は、女性のほうが 5ポイント高いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あなたが元気に過ごすためには、何が大切だと思いますか。（○印はいくつでも） 小中学生 

77.6 

76.1 

69.8 

74.7 

52.2 

39.8 

3.8 

2.6 

2.1 

77.5 

77.8 

72.7 

76.8 

60.6 

43.2 

5.6 

2.1 

1.4 

0 20 40 60 80 100

早寝早起き

朝食・昼食・夕食をしっかり食べる

食事をバランスよく食べる

スポーツなどで体を動かす

友達と遊ぶ

困った時に相談できる人がいる

その他

特にない

無回答

％

小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

60.5 

63.7 

60.2 

68.6 

51.5 

36.2 

7.2 

5.6 

2.2 

62.5 

68.2 

57.7 

71.7 

51.6 

37.0 

5.5 

3.8 

1.4 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)
前回調査(n=1,001)

13.2 

66.8 

12.7 

6.2 

1.0 

12.0 

68.0 

14.5 

4.1 

1.4 

0 20 40 60 80 100

とても健康である

まあまあ健康である

あまり健康でない

健康でない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

61.6 

35.9 

0.5 

0.9 

1.2 

61.2 

36.6 

1.2 

0.8 

0.2 

0 20 40 60 80 100

よい

ふつう

悪い

わからない

無回答

％幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

あなたはふだん、ご自分の健康についてどのように感じていますか。（○印は１つ） 20歳以上 

あなたは、あて名のお子さんの日頃の健康状態について､どのように思っていますか。 幼児保護者 
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・20歳以上全体で多い病気は「高血圧」(22.5％)、

「腰痛・肩こり等」(15.3％)、「歯・歯周病」

(12.7％)、「眼の病気」(9.8％)などです。（「その

他」を除く） 

・「高血圧」については、男性で高く、とくに男性の

70歳以上では 55.1％、60歳代では 42.2％にも

のぼります。女性においても 70歳以上では

42.6％と高いです。 

・「腰痛・肩こり等」は、各年齢層にわたって高いで

すが、最も高いのは女性 30歳代の 23.8％です。 

・「歯・歯周病」については、男性の 60歳代で

18.1％、50歳代で 16.3％と高いです。女性では

60歳代で最も高く 15.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身長と体重の関係を、20歳以上ではBMIを基準としてみると、「適正」は64.9％で約2/3の割合です。

「肥満」は21.8％、「やせ」は7.4％です。 

・小中学生ではローレル指数を基準としてみると、「やせ」と「やせぎみ」の割合の合計値は小学生で31.3％、

中学生で33.2％になります。「肥満」と「肥満ぎみ」の合計値では、小学生9.7％、中学生6.8％です。 

・20歳以上を性・年齢別でみると、「肥満」が多い層は、男性では40歳代の46.4％をピークに30歳代

44.4％、50歳代36.7％などとなっています。女性では70歳以上の20.4％が最も高く、これに30歳代

の19.0％が続きます。 

・「やせ」が10％以上になっているのは、女性20歳代・50歳代、男性30歳代・20歳代で若年層が中心に

なっています。 

・「肥満」の割合を、全国調査と比較すると、男性の30歳代・40歳代と女性30歳代で10～14ポイント高

くなっています（ただし、男性30歳代のサンプル数は９と少ない）。 

 

 

  

あなたは、現在治療中の病気はありますか。 20歳以上 

あなたの身長と体重を教えてください。（わかる方は、小数第１位まで記入してください。） 

20歳以上 小中学生 

22.5 

7.9 

8.2 

4.6 

0.7 

2.1 

2.1 

1.5 

2.1 

1.5 

2.9 

15.3 

3.4 

1.4 

12.7 

9.8 

3.4 

11.9 

32.6 

4.3 

21.4 

7.9 

10.4 

4.1 

1.1 

1.9 

4.0 

2.0 

1.4 

1.8 

2.8 

17.8 

3.1 

1.6 

10.5 

9.5 

2.6 

10.0 

33.3 

5.8 

0 10 20 30 40

高血圧

糖尿病

脂質異常症

心臓病

脳卒中

がん

胃腸病

肝臓病

腎臓病

痛風

貧血

腰痛・肩こり等

不眠症

うつ病

歯・歯周病

眼の病気

骨粗しょう症

その他

特にない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

5.2 

26.1 

42.7 

5.7 

4.0 

16.2 

3.5 

27.5 

47.3

6.8 

4.0 

10.9 

0 10 20 30 40 50

やせ(Ｌ＜100)

やせぎみ(100≦Ｌ＜115)

ふつう(115≦Ｌ＜145)

肥満ぎみ(145≦Ｌ＜160)

肥満(160≦Ｌ)

無回答

％
L：ローレル指数 小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

4.8 

28.4 

44.9 

4.3 

2.5 

15.2 

4.5 

30.6 

43.5 

3.3 

1.8 

16.4 

0 10 20 30 40 50

％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

7.4 

64.9 

21.8 

5.2 

9.1 

66.5 

22.5 

1.9 

0 20 40 60 80 100

やせ(BMI＜18.5)

適正(18.5≦BMI＜25.0)

肥満(25.0≦BMI)

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・20歳以上では「やせすぎ」「やせぎみ」と自覚している人の合計値が 12.2％であるのに対して、実際の

BMI(問８)による「やせ」の割合は 7.4％となっています。実際の体格に比して自分が「やせ」であると

いう自覚が強い傾向があります。 

・一方、肥満については「ふとりすぎ」「ふとりぎみ」と自覚している人の割合の合計値が 42.8％であるの

に対して、実際の BMIによる「肥満」は 21.8％であり、実際にはふとっていなくても「ふとっている」

と自覚する人が多い傾向があります。 

・小中学生では、問 42のローレル指数による「肥満」「肥満ぎみ」の割合（9.7％と 6.8％）に比べて、自

覚している「ふとりすぎ」「ふとりぎみ」の割合は 32.9％と 39.7％になっており、実際の体格より自分

がふとっていると認識している割合がたいへん高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実際に体型改善への取組を「している」と

する割合は 29.6％、「取り組みは必要と思

うが、特にしていない」とする割合は

55.3％で、半数以上の回答者は、自覚し

ながら実践にまで至っていません。 

・「している」とする割合は女性で 35.0％と

高くなっています。問８では男性の 40歳

代・50歳代で肥満の割合が高かったです

が、この層では「取り組みは必要と思う

が、特にしていない」とする割合が高くな

っています。 

 

  

あなたは、自分の体型についてどう思いますか。 20歳以上 小中学生 

あなたは、現在、体型を改善するための取り組みをしていますか。（○印は１つ） 20歳以上 

6.7 

10.9 

45.8 

23.8 

9.1 

3.7 

3.4 

8.9 

46.1 

29.1 

10.0 

2.4 

0 10 20 30 40 50

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

5.8 

9.9 

40.4 

26.5 

13.2 

4.1 

4.9 

12.8 

42.1 

28.2 

8.7 

3.4 

0 10 20 30 40 50

％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

2.9 

9.3 

44.3 

32.3 

10.5 

0.7 

2.5 

9.5 

43.8 

33.0 

10.8 

0.5 

0 10 20 30 40 50

やせすぎ

やせぎみ

ふつう

ふとりぎみ

ふとりすぎ

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

29.6 

55.3 

14.3 

0.9 

28.5 

54.5 

16.3 

0.8 

0 20 40 60 80 100

している

取り組みは必要と思うが、

特にしていない

取り組みは必要ない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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食育全体 

 

・「関心がある」「どちらかといえば関心がある」の割合はともに、幼児保護者が 20歳以上より高いです。 

・「関心がない」の割合が高いのは、男性 20歳代・40歳代、女性 20歳代など若年層が中心です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「言葉も意味も知っていた」とする割合は、小学生、中学生ともに約２割で、前回調査とほぼ同様です。

小学生では「言葉も意味も知らない」の割合が９ポイント上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「とても大事である」(53.0％)、「大事

である」(46.3％)でほとんどの幼児保

護者は食育の重要性を認識していま

す。 

 

 

 

  

あなたは、「食育」に関心がありますか。（○印は１つ） 20歳以上 幼児保護者 

「食育」という言葉や意味を知っていましたか。（○印は１つ） 小中学生 

お子さんの食育（食に関する教育）は大事だと思いますか。（○印は１つ） 幼児保護者 

25.1 

45.2 

14.6 

6.9 

7.0 

1.2 

26.8 

47.6 

14.1 

4.5 

6.5 

0.5 

0 20 40 60 80 100

関心がある

どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない

関心がない

わからない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

31.0 

51.4 

10.6 

2.5 

3.7 

0.7 

34.7 

52.4 

6.8 

1.0 

4.9 

0.2 

0 20 40 60 80 100
％

幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

19.4 

50.6 

28.2 

1.7 

20.5 

57.9 

19.5 

2.1 

0 20 40 60 80 100

言葉も意味も知っていた

言葉は知っていたが、意

味は知らなかった

言葉も意味も知らない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

20.1 

53.3 

25.6 

1.1 

19.8 

51.1 

22.2 

6.9 

0 20 40 60 80 100
％

中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

53.0 

46.3 

0.2 

0.0 

0.5 

49.5 

49.9 

0.6 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

とても大事である

大事である

あまり大事ではない

大事でない

無回答

％
幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)
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・「大切だと思う」とする割合は、小学生が 73.4％に対して中学生は 48.9％と中学生では低く、これに代

わって「わからない」が 38.1％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「家族の好みに合うものにする」

(68.3％)、「栄養が偏らないように

する」(63.4％)「野菜を多く摂るよ

うにする」(56.5％)、「家計に見合

うものにする」(51.4％)が過半数

で、好みや経済性とともに、栄養バ

ランスや野菜摂取が重視されていま

す。 

・このなかで「家族の好みに合うもの

にする」は前回調査より 11ポイン

ト上がりました。「栄養が偏らないよ

うにする」と「野菜を多く摂るよう

にする」は低下傾向がうかがえま

す。 

 

  

食べ物に関する勉強が大切だと思いますか。（○印は１つ） 小中学生 

あなたの家庭で、食事の献立を決めるときに重視していることは何ですか。（○印はいくつでも） 

幼児保護者 

73.4 

4.2 

21.4 

1.0 

77.1 

4.8 

17.8 

0.3 

0 20 40 60 80 100

大切だと思う

大切だとは思わない

わからない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

48.9 

11.8 

38.1 

1.2 

60.9 

10.6 

27.6 

0.9 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

68.3 

63.4 

16.9 

56.5 

29.6 

31.0 

38.9 

51.4 

31.3 

0.7 

1.9 

1.4 

57.1 

67.6 

21.6 

62.8 

24.2 

38.0 

29.2 

57.9 

27.3 

2.7 

1.6 

0.0 

0 20 40 60 80 100

家族の好みに合うものにする

栄養が偏らないようにする

カロリーを摂りすぎないようにする

野菜を多く摂るようにする

味をうすくする（塩分を控えめ等）

安全・安心な食材にする

調理に手間がかからないものにする

家計に見合うものにする

旬のものを使う

地元でとれた農産物を使う

その他

無回答

％幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)
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・食への意識は、妊娠期と出産後

の割合を合計すると７割以上の

回答者が「変わった」としてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「自分や家族の健康づくり」「食品の

安全性」「体重管理」などが上位に

位置しています。 

・1位・2位・3位それぞれ１％につ

き、３点・２点・１点の重みづけを

して加え合わせた得点（加重点）で

みると、全体では、第 1位が「自分

や家族の健康づくり」、第 2位が

「食品の安全性」、第 3位が「体重

管理」となります。 

・このうち「体重管理」は男性 20歳

代で第 1位、女性 20歳代では第 2

位であり、若年層で体重に関心が強

くなっています。男性 40歳代では

「食品の安全性」が第 1位になって

います。また「生活習慣病の問題」

は男性 60歳代・70歳以上、女性

70歳以上など高齢層を中心として

比較的高い関心が持たれています。 

 

  

あなたはお子さんが生まれたことによって、｢食｣への意識は変わりましたか。（○印は１つ） 幼児保護者 

あなたは、日頃の食生活についてどのようなことに関心がありますか。 

（優先度の高い順に３つまで番号を回答欄にご記入ください。） 20歳以上 

33.6 

40.3 

24.3 

0.9 

0.9 

34.5 

39.0 

24.8 

1.6 

0.0 

0 10 20 30 40 50

妊娠を知ってから変わった

子どもが生まれてから変わった

子どもがいないときと変わって

いない

その他

無回答

％
幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

149 

102 

61 

51 

50 

27 

13 

11 

9 

7 

7 

5 

3 

3 

1 

1 

0 50 100 150

自分や家族の健康づくり

食品の安全性

体重管理

生活習慣病の問題

食品の衛生面

家族との会話

自然や食への感謝の気持ち

食べ残しなどの食品のごみ問題

友人や知人との会話

自分や家族のアレルギー

食事の作法・マナー

食料品の海外への依存

背の高さなど身体の成長

食の伝統や文化

農家との交流

その他

点

20歳以上（１位～３位の重みづけ）
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・「現在の身体の状態を知ること」

が 55.3％で最も多く、これに

「テレビやラジオ等、マスコミか

らの情報提供」(36.8％)、「時間

的なゆとり」(29.2％)が続くな

ど、前回調査とほぼ同様の傾向で

す。 

・性・年齢別では、「テレビやラジ

オ等、マスコミからの情報提供」

については男女ともに 60歳以上

で高くなっており、また「時間的

なゆとり」については男女の 20

歳代・30歳代で第 1位になるな

ど、世代による相違がみられま

す。 

 

 

 

栄養・食生活 

 

 

 

 

・「知っていた」の割合の高い順では、20歳以上(49.8％)＞幼児保護者(42.1％)＞小学生(18.5％)＞中学

生(15.3％)となります。 

・女性70歳以上と60歳代で「知っていた」とする割合が高く、全体的に若い層では周知割合が低いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたが、食生活を改善するために、特に必要なことは何ですか。（○印は３つまで） 20歳以上 

成人（おとな）が１日に摂るのが望ましい野菜の量は、350グラムといわれています。あなたはこのこ

とを知っていましたか。（○印は１つ） 20歳以上 小中学生 幼児保護者 

49.8 

49.7 

0.5 

0 20 40 60 80 100

知っていた

知らなかった

無回答

％
(n=582)20歳以上

42.1 

57.2 

0.7 

0 20 40 60 80 100

(n=432)
％

幼児保護者

18.5 

80.5 

1.0 

0 20 40 60 80 100

知っていた

知らなかった

無回答

％
(n=924)小学生

15.3 

83.5 

1.2 

0 20 40 60 80 100

(n=856)
％

中学生

18.4 

36.8 

55.3 

7.7 

15.1 

6.4 

16.8 

29.2 

1.5 

12.9 

1.7 

17.6 

35.3 

60.3 

8.3 

14.9 

7.5 

17.5 

24.1 

2.4 

11.9 

2.9 

0 20 40 60 80 100

行政からの食生活改善に関する

情報提供

テレビやラジオ等、マスコミからの

情報提供

現在の身体の状態を知ること

一緒に活動する仲間

専門家による指導

健康教室や料理教室などの機会

家族や周囲の人の理解

時間的なゆとり

その他

特にない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・20歳以上と幼児保護者では「100～150グラムぐらい」が最も多くなっています。小学生と中学生は

100～300グラムの範囲に比較的分散しています。 

・平均をみると、小学生＞中学生＞幼児保護者＞20歳以上の順になっています。 

・性・年齢別では男性 30歳代、女性の 60歳代・70歳以上で高く、男性 30歳代を除く若年層で低くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ほとんど毎日食べる」の割合は、高い方から、幼児保護者の幼児(93.8％)＞小学生(84.1％)＞20歳以

上(83.8％)＞幼児保護者本人(79.4％)＞中学生(77.9％)となっています。 

・男性の 20歳代～50歳代、女性 20歳代では「ほとんど食べない」の割合が 10％を上回っています。 

・女性 20歳代の「週２～３日食べる」と「ほとんど食べない」の合計値(13.0％)は、全国調査の 26.8％

に比べてかなり下回っています（ただし、男性 30歳代は 44.4％と高いが、サンプル数は９と少ない）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下の図は、野菜 350グラムの量と、これを使った料理例を示したものです。これをみて、あなたは平均して１

日に何グラムぐらい野菜を摂っていると思いますか。（○印は１つ） 20歳以上 小中学生 幼児保護者 

あなたは（あて名のお子さんは）、朝食を食べますか。（○印は１つ） 20歳以上 小中学生 幼児保護者 

12.0 

23.4 

22.7 

21.1 

9.5 

6.3 

3.7 

1.4 

0 10 20 30 40 50
(n=432) ％幼児保護者

19.4 

25.9 

20.3 

13.4 

10.0 

5.8 

3.6 

1.5 

0 10 20 30 40 50

100g以下

100～150gぐらい

150～200gぐらい

200～250gぐらい

250～300gぐらい

300～350gぐらい

350g以上

無回答

％(n=582)20歳以上

12.0 

17.6 

18.8 

14.8 

15.4 

8.4 

9.8 

3.0 

0 10 20 30 40 50

100g以下

100～150gぐらい

150～200gぐらい

200～250gぐらい

250～300gぐらい

300～350gぐらい

350g以上

無回答

％(n=924)小学生

12.4 

19.4 

18.3 

20.2 

12.1 

7.2 

4.9 

5.4 

0 10 20 30 40 50
(n=856) ％中学生

平均 173グラム 平均 188グラム 

平均 210グラム 平均 197グラム 

平均は各帯域の中央値（「100～150gぐらい」なら 125g）として計算しました。また「100gぐらい」は 75g、「350g以上」は 375gとしました。 

77.9 

8.4 

5.0 

8.2 

0.5 

78.0 

8.5 

4.7 

8.4 

0.4 

0 20 40 60 80 100

％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

79.4 

5.6 

5.1 

8.6 

1.4 

85.4 

3.7 

4.9 

6.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100
％幼児保護者（本人）

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

84.1 

5.0 

5.3 

5.2 

0.4 

83.0 

7.7 

3.0 

5.9 

0.5 

0 20 40 60 80 100
％小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

83.8 

3.8 

3.4 

7.2 

1.7 

83.5 

4.1 

2.9 

7.3 

2.3 

0 20 40 60 80 100

ほとんど毎日食べる

週４～５日食べる

週２～３日食べる

ほとんど食べない

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

93.8 

3.0 

1.9 

1.2 

0.2 

94.0 

2.5 

2.7 

0.6 

0.2 

0 20 40 60 80 100

ほとんど毎日食べる

週４～５日食べる

週２～３日食べる

ほとんど食べない

無回答

％幼児保護者（子）

今回調査(n=432)
前回調査(n=487)
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・20歳以上では第 1位「朝食を食べるより寝ていたい」、第 2位「食欲がない」ですが、小学生、中学

生、幼児保護者では第 1位が「食べる時間がない」、第 2位が「食欲がない」になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「２．週４～５日食べる」「３．週２～３日食べる」「４．ほとんど食べない」とお答えの方にお聞きし

ます。朝食を食べない日がある理由は何ですか。（最も大きな理由となるものに１つだけ○印） 

20歳以上 小中学生 幼児保護者 

43.4 

28.9 

3.6 

1.2 

2.4 

12.0 

2.4 

3.6 

2.4 

43.7 

25.4 

8.5 

1.4 

1.4 

14.1 

0.0 

2.8 

2.8 

0 10 20 30 40 50
％

幼児保護者

今回調査(n=83)

前回調査(n=71)

14.3 

20.2 

23.8 

1.2 

9.5 

11.9 

6.0 

11.9 

1.2 

17.5 

22.8 

17.5 

1.8 

10.5 

15.8 

1.8 

8.8 

3.5 

0 10 20 30 40 50

食べる時間がない

食欲がない

朝食を食べるより寝ていたい

太りたくない（ダイエット）

食べたり準備するのが面倒＊

朝食を食べる習慣がない

朝食が用意されていない

その他

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=84)

前回調査(n=114)

30.3 

29.7 

16.2 

0.0 

3.8 

3.8 

10.8 

4.9 

0.5 

36.6 

21.8 

15.3 

1.4 

2.3 

4.2 

8.3 

5.1 

5.1 

0 10 20 30 40 50
％中学生

今回調査(n=185)

前回調査(n=216)

36.4 

30.1 

11.2 

1.4 

6.3 

1.4 

6.3 

5.6 

1.4 

29.3 

26.1 

23.9 

1.1 

2.2 

0.5 

8.2 

6.5 

2.2 

0 10 20 30 40 50

食べる時間がない

食欲がない

朝食を食べるより寝ていたい

太りたくない（ダイエット）

朝食が用意されていない

朝食を食べる習慣がない

食べるのが面倒

その他

無回答

％小学生

今回調査(n=143)

前回調査(n=184)

* 「食べたり準備するのが面倒」は、

幼児保護者では「朝食の準備が面

倒又は準備ができない」 
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・朝食の主食は、20歳以上、小学生、中学生、幼児ともにパンが最も多くなっています。「肉･魚･たまご･とうふ･なっと

うなどのメインのおかず」としてあげた主菜を食べる割合は、幼児では22.9％と比較的高いですがそのほかでは

10％台にとどまります。「野菜・いも類・海藻類・きのこ類などのおかず」など副菜の摂取割合は、20歳以上・小学

生…など、どの回答者種別においても朝食では高くありません。「牛乳・チーズ・ヨーグルトなどの乳製品」の割合

は、幼児では69.7％と高いです。 

・昼食（20歳以上のみ）では、主菜の割合51.7％、副菜の割合42.1％と摂取割合は朝食よりも高いです。 

・夕食では、どの回答者種別においても、主菜と副菜の摂取割合が、朝食と比べると高いです。主食のうち「めん類」の

割合が、小学生、中学生ともに約４割になっています。 

・主食（20歳以上では「主食（主にごはん）」「主食（主にパン）」「その他の主食」のいずれか）、主菜（20歳以上では

「肉・魚・卵・大豆・大豆製品などのメインのおかず」）、副菜（20歳以上では「野菜・いも類・海藻類・きのこ類な

どのおかず」）の組み合わせでみると、主食＋主菜＋副菜を組み合わせて摂取している割合は、朝食ではどの回答者種

別も10％に達しません。 

・夕食では、主食＋主菜＋副菜の割合は幼児80.1％､中学生61.9％､20歳以上53.1％､小学生48.9％となっています。 

・20歳以上の夕食では、主食なしが19.1％となっています。また中学生の夕食では主食のみが9.3％と約１割にのぼります。 

 

 

 

 

 

  

あなたは、朝食や昼食、夕食に、主にどんなものを食べていますか。（①朝食、②昼食、③夕食でそれぞれ○印はいく

つでも）／あなた（あて名のお子さん）は、朝食と夕食に、主にどんなものを食べていますか。①朝食と②夕食で食

べることが多いものすべてに○印をしてください。 20歳以上 小中学生 幼児保護者 

7.0 

9.6 

9.6 

13.2 

6.4 

0 20 40 60 80

主食＋主菜＋副菜

主食＋主菜

主食＋副菜

主食のみ

主食なし

％
20歳以上：朝食

28.7 

19.8 

11.0 

15.6 

8.4 

0 20 40 60 80
％

20歳以上：昼食

53.1 

13.6 

4.1 

5.0 

19.1 

0 20 40 60 80
％

20歳以上：夕食

6.2 

9.6 

2.7 

26.7 

3.6 

0 20 40 60 80

主食＋主菜＋副菜

主食＋主菜

主食＋副菜

主食のみ

主食なし

％小学生：朝食

48.9 

22.5 

5.7 

7.0 

4.4 

0 20 40 60 80
％小学生：夕食

4.8 

12.7 

1.6 

26.1 

7.1 

0 20 40 60 80

主食＋主菜＋副菜

主食＋主菜

主食＋副菜

主食のみ

主食なし

％中学生：朝食

61.9 

18.1 

2.3 

9.3 

3.0 

0 20 40 60 80
％中学生：夕食

7.9 

14.8 

3.0 

8.6 

2.8 

0 20 40 60 80

主食＋主菜＋副菜

主食＋主菜

主食＋副菜

主食のみ

主食なし

％
幼児保護者の子：朝食

80.1 

14.4 

1.9 

1.4 

0.7 

0 20 40 60 80
％幼児保護者の子：夕食
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・「ほとんど食べない」が小学生で 27.8％、中学生では 32.0％と前回調査と比べると小学生では７ポイン

ト、中学生では６ポイントそれぞれ上がりました。一方、「ほとんど毎日食べる」の割合は低下していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ほとんど食べない」とする割合と無回答の割合を全体 100％から引くと、小学生 47.7％、中学生

45.5％となり、約半数が夜食を摂取しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「時間や量を決めている」が 30.8％

で、前回調査と比べると 13ポイント

低下し、「時間も量も決めていない」

(27.3％)とする割合が増えました。 

 

 

 

 

  

あなたはふだん学校から帰ってから夕食までの間におやつを食べますか。（○印は１つ） 小中学生 

あなたはふだん夜食（夕食を食べてから寝るまでの間に食べるもの）を食べますか。（○印は１つ） 小中学生 

あて名のお子さんのおやつは時間や量を決めていますか。（○印は１つ） 幼児保護者 

26.7 

18.1 

26.1 

27.8 

1.3 

29.0 

19.5 

30.0 

20.7 

0.7 

0 10 20 30 40 50

ほとんど毎日食べる

週４～５日食べる

週２～３日食べる

ほとんど食べない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

21.3 

14.8 

31.2 

32.0 

0.7 

28.9 

16.5 

28.0 

26.0 

0.7 

0 10 20 30 40 50
％

中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

16.8 

11.3 

19.6 

50.5 

1.8 

12.7 

12.2 

24.0 

50.2 

1.0 

0 20 40 60 80 100

週６～７日食べる

週４～５日食べる

週２～３日食べる

ほとんど食べない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

14.8 

9.0 

21.6 

53.6 

0.9 

15.9 

11.9 

22.1 

49.1 

1.1 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

30.8 

18.8 

20.6 

27.3 

1.4 

0.5 

0.7 

43.7 

17.2 

14.2 

20.5 

1.0 

2.9 

0.4 

0 10 20 30 40 50

時間や量を決めている

時間は決めているが、

量は決めていない

時間は決めていないが、

量は決めている

時間も量も決めていない

食べさせていない

その他

無回答

％
幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)
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・「困っていることはない」とする回答者

が 19.2％で、残る約８割は子どもの食

事で困っていることがあります。もっ

とも多いのは「食べるのに時間がかか

る」(38.7％)で、これに「偏食」

(25.9％)、「むら食い」(22.0％)、「遊

び食い」(19.7％)などが続いていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４つのサンプル種別でいずれも最も多いのは「週１～２回使用する（食べる）」で、幼児保護者が 62.7％

で最も多く、20歳以上、小学生、中学生は半分以下です。「ほぼ毎日使用する（食べる）」は、20歳以

上の 11.0％です。 

・男性の 20歳代～40歳代、女性の 20歳代では「ほぼ毎日使用する」の割合が高いです。 

 

 

 

 

 

  

あて名のお子さんの食事で困っていることはありますか。（○印はいくつでも） 幼児保護者 

あなた（の家庭で）は週にどの程度「市販の弁当・惣菜」や「冷凍食品」、「インスタント食品」といっ

た調理済み食品を利用しますか（食べますか）。（○印は１つ） 20歳以上 小中学生 幼児保護者

19.7 

25.9 

22.0 

38.7 

6.9 

13.9 

2.8 

2.3 

2.5 

19.2 

5.6 

2.3 

15.4 

24.4 

17.0 

42.7 

11.3 

12.9 

8.4 

1.4 

2.3 

19.5 

6.4 

2.5 

0 10 20 30 40 50

遊び食い

偏食

むら食い

食べるのに時間がかかる

よくかまない

少食

食べ過ぎる

食欲がない

早食い

困っていることはない

その他

無回答

％
幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

38.7 

42.5 

11.7 

5.2 

1.8 

37.7 

45.1 

12.1 

3.9 

1.2 

0 20 40 60 80 100

ほとんど食べない

週１～２回食べる

週３～４回食べる

ほぼ毎日食べる

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

29.4 

48.8 

17.1 

3.3 

1.4 

27.0 

52.5 

15.2 

4.4 

0.9 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

25.2 

62.7 

8.8 

2.3 

0.9 

34.3 

53.4 

9.2 

3.1 

0.0 

0 20 40 60 80 100

％
幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

25.6 

41.4 

20.6 

11.0 

1.4 

31.0 

43.8 

15.3 

8.9 

1.1 

0 20 40 60 80 100

ほとんど使用しない

週１～２回使用する

週３～４回使用する

ほぼ毎日使用する

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・いずれの回答者種別においても「ほとんどしない」が過半数です。またその割合は 20歳以上の 62.9％

が最も高くなっています。ただ、どの種別においても「ほとんどしない」の割合は前回調査から下がりま

した。幼児保護者ではこれに代わって「週１～２回する」が 13ポイント高くなりました。 

・女性では「ほとんどしない」の割合が、男性より 11ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食を通じたコミュニケーション 

 

・家族の誰かと一緒に「ほとんど毎日食べる」の割合は、夕食で65.6％、朝食で50.7％となっています。 

・朝食を「ほとんど食べない」の割合は、全体では24.3％ですが、男性20～40歳代の層では46％以上と高い

です。 

・「ほとんど毎日食べる」の割合を全国調査と比較すると、男性の30歳代、男性50歳以上や女性の30歳代で

全国をかなり下回っています。 

 

 

 

 

 

  

あなたは週にどの程度「外食」をしますか。（○印は１つ） 20歳以上 小中学生 幼児保護者 

家族と同居されている方にお聞きします。あなたは普段、朝食と夕食について、家族の誰かと一緒に食

べることはどのくらいありますか。（①朝食と②夕食でそれぞれ○印は１つ） 20歳以上 

54.7 

34.2 

7.7 

1.6 

1.8 

60.2 

33.7 

4.6 

1.1 

0.5 

0 20 40 60 80 100

ほとんどしない

週１～２回する

週３～４回する

ほぼ毎日する

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)
前回調査(n=1,110)

63.2 

31.3 

3.7 

0.2 

1.5 

70.5 

25.9 

2.3 

0.6 

0.7 

0 20 40 60 80 100
％

中学生

今回調査(n=856)
前回調査(n=1,001)

62.9 

27.3 

5.3 

3.8 

0.7 

66.5 

24.8 

4.6 

2.6 

1.5 

0 20 40 60 80 100

ほとんどしない

週１～２回する

週３～４回する

ほぼ毎日する

無回答

％
20歳以上

今回調査(n=582)
前回調査(n=800)

50.2 

48.1 

0.5 

0.0 

1.2 

64.9 

34.7 

0.2 

0.0 

0.2 

0 20 40 60 80 100
％

幼児保護者

今回調査(n=432)
前回調査(n=487)

50.7 

5.0 

8.7 

6.2 

24.3 

5.0 

51.1 

4.9 

8.1 

7.6 

23.2 

5.1 

0 20 40 60 80 100

ほとんど毎日食べる

週に４～５日食べる

週に２～３日食べる

週に１日程度食べる

ほとんど食べない

無回答

％
20歳以上（朝食）

今回調査(n=497)

前回調査(n=708)

65.6 

6.8 

10.5 

3.6 

7.0 

6.4 

67.5 

7.6 

7.9 

4.4 

5.8 

6.8 

0 20 40 60 80 100

％20歳以上（夕食）

今回調査(n=497)

前回調査(n=708)
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・朝食について「家族そろって食べる」とする割合は、小学生が 22.9％、中学生が 18.1％、幼児保護者

が 25.9％と高くありません。 

・中学生では「一人で食べる」とする割合が 42.6％と高く、「子どもだけで食べる」(18.5％)と合わせる

と 61.1％がおとなの家族なしで朝食を食べています。 

・夕食について「家族そろって食べる」割合は小学生 58.2％、中学生 59.5％、幼児保護者 53.0％と、朝

食に比べると高いです。ただ中学生については、「一人で食べる」とする割合は 11.9％と１割以上にのぼ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

あなたはふだんどのように食事をしていますか。／あて名のお子さんは、ふだんどのように食事をして

いますか。（①朝食、②夕食それぞれで○印は１つ） 小中学生 幼児保護者 

22.9 

22.9 

29.0 

21.3 

2.2 

1.6 

20.5 

27.3 

28.8 

19.4 

3.4 

0.6 

0 10 20 30 40 50

家族そろって食べる

おとなの家族のだれかと

食べる

子どもだけで食べる

（兄弟姉妹）

一人で食べる

朝食は食べない

無回答

％

小学生（朝食）

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

18.1 

13.2 

18.5 

42.6 

6.1 

1.5 

16.2 

15.6 

20.2 

41.8 

5.8 

0.5 

0 10 20 30 40 50

％
中学生（朝食）

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

25.9 

40.7 

24.8 

8.1 

0.2 

0.2 

24.6 

37.4 

29.6 

7.2 

0.0 

1.2 

0 10 20 30 40 50

％
幼児保護者（朝食）

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

58.2 

27.1 

6.7 

3.0 

0.2 

4.8 

55.9 

28.9 

7.8 

2.8 

0.4 

4.1 

0 20 40 60 80 100

家族そろって食べる

おとなの家族のだれかと

食べる

子どもだけで食べる

（兄弟姉妹）

一人で食べる

夕食は食べない

無回答

％

小学生（夕食）

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

59.5 

18.5 

6.2 

11.9 

0.1 

3.9 

54.9 

25.6 

6.9 

9.3 

0.4 

2.9 

0 20 40 60 80 100
％

中学生（夕食）

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

53.0 

40.5 

5.1 

0.9 

0.0 

0.5 

56.1 

39.6 

2.5 

0.0 

0.0 

1.8 

0 20 40 60 80 100
％

幼児保護者（夕食）

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)
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・割合の多い順でみると、小学生では「テーブルにひじをついて食べる」＞「好き嫌いをする」＞「テレ

ビ・携帯電話を見ながら食べる」で、中学生では「テーブルにひじをついて食べる」＞「テレビ・携帯電

話を見ながら食べる」＞「好き嫌いをする」で、いずれもこの３項目が上位になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学生、中学生では「田植えや野菜の種まき、苗植えなど」を体験した割合がもっとも高く、幼児では

「稲刈りやいもほり、野菜の収穫など」という収穫の体験がもっとも高くなっています。 

 

 

 

 

  

家で食事をするとき、次のうちで、家族に注意されることは何ですか。（○印はいくつでも） 小中学生 

あなた自身が農業体験（自宅や小中学校、農業公園、農家等で野菜等の食物を栽培・収穫し、それらを調理する体

験）に参加したことはありますか。／あて名のお子さんは、どのような農業体験（自宅や幼稚園、保育園、農業公

園、農家等で野菜等の食物を栽培・収穫し、それらを調理する体験）に参加したことがありますか。 

（あてはまるものすべてに○印） 小中学生 幼児保護者 

22.3 

16.8 

22.3 

10.8 

45.9 

36.0 

33.2 

17.1 

9.2 

24.8 

19.7 

23.4 

13.4 

49.2 

35.2 

29.5 

19.0 

8.3 

0 20 40 60 80 100

食事前の手洗い

食事のあいさつ

はしの持ち方

食器のおき方

テーブルに

ひじをついて食べる

好き嫌いをする

テレビ・携帯電話を

見ながら食べる

その他

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

15.9 

11.2 

19.0 

9.1 

41.8 

27.8 

34.5 

12.3 

14.3 

14.4 

13.6 

15.2 

7.4 

44.7 

26.0 

35.9 

12.4 

13.3 

0 20 40 60 80 100

％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

66.6 

57.9 

49.6 

33.5 

2.2 

14.4 

1.2 

69.5 

72.7 

74.4 

49.0 

1.6 

8.4 

0.8 

0 20 40 60 80 100

田植えや野菜の種まき、

苗植えなど

草ぬきや水やりなど

稲刈りやいもほり、

野菜の収穫など

育てた作物を使った

料理やものづくりなど

その他

農業体験に

参加したことがない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

41.4 

61.6 

73.8 

41.9 

9.7 

1.6 

2.1 

39.4 

49.9 

80.9 

40.2 

6.2 

1.6 

1.8 

0 20 40 60 80 100

％幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

58.6 

45.8 

51.1 

31.2 

2.0 

20.2 

2.5 

61.4 

61.3 

61.8 

44.5 

1.0 

14.8 

2.0 

0 20 40 60 80 100

％
中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)
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・幼児保護者では「参加させたい」が 91.7％でたいへん高くなっています。中学生では「参加したくな

い」が 57.6％と過半数です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学生では「好きなものを食べるとき」(68.2％)＞「バーベキューなど屋外で食べるとき」(51.5％)＞

「家族そろって食べるとき」(48.1％)となっています。 

・中学生では「好きなものを食べるとき」(71.5％)＞「外食するとき」(46.3％)＞「バーベキューなど屋

外で食べるとき」(44.5％)となっています。 

・中学生では「楽しいとは感じない」とする割合が 9.9％と比較的高いです。 

 

 

 

 

 

 

  

あなたは今後、農業体験に参加したいですか。／今後、あて名のお子さんを農業体験に参加させてみた

いですか。（○印は１つ） 小中学生 幼児保護者 

あなたが食事を楽しいと感じるのは、どのようなときですか。（○印は３つまで） 小中学生 

68.0 

30.2 

1.8 

64.6 

34.6 

0.8 

0 20 40 60 80 100

参加したい

参加したくない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

39.8 

57.6 

2.6 

48.0 

51.1 

0.9 

0 20 40 60 80 100
％

中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

91.7 

6.9 

1.4 

94.7 

4.1 

1.2 

0 20 40 60 80 100

参加させたい

参加させたくない

無回答

％
幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

68.2 

48.1 

2.9 

38.5 

45.2 

51.5 

2.8 

3.7 

1.6 

69.0 

48.4 

2.8 

34.8 

51.4 

52.2 

3.2 

3.0 

0.4 

0 20 40 60 80 100

好きなものを食べるとき

家族そろって食べるとき

ひとりで食べるとき

自分が作ったものや

手伝ったものを食べるとき

外食するとき

バーベキューなど

屋外で食べるとき

その他

楽しいとは感じない

無回答

％
小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

71.5 

29.6 

7.5 

16.7 

46.3 

44.5 

1.8 

9.9 

1.6 

67.3 

29.9 

5.7 

24.6 

42.9 

41.0 

2.3 

7.3 

0.9 

0 20 40 60 80 100
％

中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)
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食への感謝と食文化の継承 

 

 

 

 

 

 

・「いつも感じている」とする割合は、20歳以上で57.7％、幼児保護者で59.3％です。これに「ときどき感じてい

る」の割合を加えると、20歳以上92.8％、幼児保護者97.0％でほとんどが「もったいない」と感じています。 

・小学生と中学生に関しては「いつも感じている割合」は 29％程度で、20歳以上・幼児保護者と比べる

と高くありませんが、「ときどき感じている」と加え合わせるといずれも 80％以上になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「いつもしている」とする割合は 20歳以上と幼児保護者で６割以上、小学生と中学生で５割台です。た

だ 20歳以上と幼児保護者では、前回調査と比べるとこの割合は低下傾向がうかがえます。 

 

 

 

  

食品産業や家庭において、食べ残しや食品の廃棄が発生していることについて、日頃から「もったいな

い」と感じることがありますか。／あなたは、食料品をあつかう店や家庭、給食において、食べ残しや

食品がすてられていることについて、日頃から「もったいない」と感じることがありますか。 

（○印は１つ） 20歳以上 小中学生 幼児保護者 

食べ残しを減らす努力をしていますか。／あなたは、残さず食べる努力をしていますか。（○印は１つ） 

20歳以上 小中学生 幼児保護者 

29.0 

53.4 

11.3 

4.0 

2.4 

35.3 

52.0 

7.1 

5.0 

0.6 

0 20 40 60 80 100

いつも感じている

ときどき感じている

あまり感じていない

まったく感じていない

無回答

％小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

57.7 

35.1 

3.3 

1.9 

2.1 

65.9 

28.8 

3.3 

0.8 

1.4 

0 20 40 60 80 100

いつも感じている

ときどき感じている

あまり感じていない

まったく感じていない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

59.3 

37.7 

2.1 

0.2 

0.7 

67.6 

30.6 

1.4 

0.2 

0.2 

0 20 40 60 80 100
％

幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

29.4 

53.3 

10.3 

5.7 

1.3 

32.5 

51.2 

10.5 

5.0 

0.8 

0 20 40 60 80 100

％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

62.4 

27.8 

6.5 

1.4 

1.9 

69.4 

23.6 

4.5 

1.1 

1.4 

0 20 40 60 80 100

いつもしている

ときどきしている

あまりしていない

まったくしていない

無回答

％20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)

62.3 

32.2 

4.6 

0.2 

0.7 

73.3 

22.6 

3.5 

0.4 

0.2 

0 20 40 60 80 100
％

幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

57.7 

28.6 

8.1 

4.7 

0.9 

55.0 

30.4 

9.6 

4.1 

0.9 

0 20 40 60 80 100
％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

54.8 

32.3 

8.3 

2.9 

1.7 

58.0 

28.6 

8.1 

4.2 

1.0 

0 20 40 60 80 100

いつもしている

ときどきしている

あまりしていない

まったくしていない

無回答

％小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)
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・「いつもあいさつをする」と回答した割合は、小学生、中学生、幼児ともにおおむね６割以上です。 

・前回調査と比べると、「時々しないことがある」の割合は小学生、中学生ともに低下傾向であるのに対し

て、幼児では８ポイント上がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学生、中学生、幼児ともに、「テーブルの準備」が第1位、「あとかたづけ」が第2位になっています。 

 

 

  

あなたは、食事の際に「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをしますか。／あて名のお子さん

は、食事の際「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをしますか。（○印は１つ） 

小中学生 幼児保護者 

あなたは、家で食事についてどのような手伝いをしますか。／あなたは、お子さんにどのような食事の

手伝いをさせていますか。（○印はいくつでも） 小中学生 幼児保護者 

65.9 

26.7 

5.3 

2.1 

63.5 

29.4 

6.6 

0.5 

0 20 40 60 80 100

いつもあいさつする

時々しないことがある

いつもしない

無回答

％小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

60.4 

27.5 

11.1 

1.1 

55.8 

31.8 

11.9 

0.5 

0 20 40 60 80 100
％中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

58.8 

37.3 

3.7 

0.2 

66.9 

29.8 

3.1 

0.2 

0 20 40 60 80 100

％幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)

30.4 

38.1 

59.7 

45.3 

28.2 

8.5 

11.8 

1.7 

35.5 

36.2 

64.1 

56.4 

26.1 

3.3 

10.6 

1.3 

0 20 40 60 80 100

買物

料理の手伝い

テーブルの準備（配膳等）

あとかたづけ

食器洗い

その他

していない

無回答

％小学生

今回調査(n=924)

前回調査(n=1,110)

22.3 

18.3 

56.7 

45.3 

22.3 

2.6 

18.9 

1.4 

24.1 

26.1 

58.0 

55.4 

26.1 

0.4 

14.8 

1.4 

0 20 40 60 80 100
％

中学生

今回調査(n=856)

前回調査(n=1,001)

60.2 

42.4 

69.4 

62.0 

13.2 

2.5 

5.3 

1.9 

0.9 

55.0 

42.5 

77.2 

69.4 

10.7 

0.4 

4.5 

0.8 

0.0 

0 20 40 60 80 100

買い物に行かせる又は一緒に買い物に行く

料理のお手伝い

テーブルの準備（配膳等）

あとかたづけ

食器洗い

その他

特に手伝いをさせていない

まだ手伝いはできない

無回答

％幼児保護者

今回調査(n=432)

前回調査(n=487)
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・「知っている」とする割合は、４つのサンプル種別いずれも 86.3％（幼児保護者）から 92.6％（20歳

以上）の範囲にあり、ほとんどの回答者に知られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活について 

 

 

 

・「道であったときに、会話をす

る程度の親しい人がいる」

(38.7％)と「道であったとき

に、あいさつ（会釈）する程度

の人がいる」(37.8％)がいず

れも４割弱、「お互いが家に招

待しあうような親しい人がい

る」(12.2％)と「ほとんど近

所付き合いがない」(10.7％)

が１割強となっています。 

・「ほとんど近所付き合いがな

い」とする割合は、男性の 20

歳代～40歳代、女性 20歳代

で２割以上になっています。 

 

  

「れんこん」と「くわい」が門真市の特産品であることを知っていますか。（○印は１つ） 

20歳以上 小中学生 幼児保護者 

あなたとご近所との関係は次のどれにあたりますか。（○印は１つ） 20歳以上 

91.0 

7.3 

1.7 

0 20 40 60 80 100

知っている

知らない

無回答

％(n=924)小学生

88.3 

10.7 

0.9 

0 20 40 60 80 100

(n=856)
％

中学生

92.6 

6.7 

0.7 

0 20 40 60 80 100

知っている

知らない

無回答

％
(n=582)20歳以上

86.3 

13.2 

0.5 

0 20 40 60 80 100

(n=432) ％幼児保護者

12.2 

38.7 

37.8 

10.7 

0.7 

15.1 

39.6 

33.4 

9.0 

2.9 

0 10 20 30 40 50

お互いが家に招待しあうよう

な親しい人がいる

道であったときに、会話をす

る程度の親しい人がいる

道であったときに、あいさつ

（会釈）する程度の人がいる

ほとんど近所付き合いがない

無回答

％

20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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・「よく参加している」(5.8％)、「たまに参加

している」(16.2％)となっており、２割強

の回答者が何らかのボランティア活動に参

加しています。 

・「よく参加している」とする割合が高いの

は、女性 70歳以上、ついで男性 70歳以

上で１割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

（設置） 

第１条 法律若しくはこれに基づく政令又は別に条例の定めのあるものを除くほか、執行機関の附属機関

は、別表に定めるとおりとする。 

（委任） 

第２条 法律若しくはこれに基づく政令又は別に条例の定めのあるものを除くほか、別表に規定する附属機

関の組織及び運営に関し必要な事項は、当該附属機関の属する執行機関等が定める。 

 

別表（第１条関係） 

１ 市長の附属機関 

名称 担任する事務 

門真市健康増進計画・食育推進計画 

審議会 

門真市健康増進計画・食育推進計画の策定及び当該計画を推進 

するために必要な事項についての調査審議に関する事務 

 

 

 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、法律若しくはこれに基づく政令又は別に条例若しくは規則の定めのあるものを除くほ

か、門真市附属機関に関する条例（平成 25年門真市条例第３号。以下「条例」という。）の施行に関し必

要な事項を定めるものとする。 

（組織） 

第２条 条例別表１の項に規定する附属機関（以下「附属機関」という。）の組織、委員の定数、構成及び任

期並びに庶務担当機関は、別表に定めるとおりとする。 

（委嘱又は任命） 

第３条 附属機関の委員（以下「委員」という。）は、別表の委員の構成の欄に掲げる者のうちから市長が委

嘱し、又は任命する。 

あなたは地域活動やボランティア活動に参加していますか。（○印は１つ） 20歳以上 

３  門真市附属機関に関する条例（抜粋） 

４  門真市附属機関に関する条例施行規則（抜粋） 

5.8 

16.2 

76.6 

1.4 

8.3 

18.0 

71.6 

2.1 

0 20 40 60 80 100

よく参加している

たまに参加している

ほとんど参加していない

無回答

％

20歳以上

今回調査(n=582)

前回調査(n=800)
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２ 委員は、再任を妨げない。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長等及び副会長等） 

第４条 別表の組織の欄に掲げる会長又は委員長（以下「会長等」という。）及び副会長又は副委員長（以下

「副会長等」という。）は、委員の互選により定める。 

２ 会長等は、会務を総理し、当該附属機関を代表する。 

３ 副会長等は、会長等を補佐し、会長等に事故があるとき又は会長等が欠けたときは、その職務を代理す

る。 

４ 副会長等を置かない附属機関において当該附属機関の会長等に事故があるとき又は会長等が欠けたとき

は、会長等があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 附属機関の会議（以下「会議」という。）は、会長等が招集し、その議長となる。ただし、会長等が

定められていないときは、市長が招集する。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（部会） 

第６条 会長等が必要と認めるときは、附属機関に専門的事項を分掌させるため、部会を置くことができる。 

２ 前２条の規定は、部会について準用する。 

３ 前項に定めるもののほか、部会の組織及び運営に関し必要な事項は、会長等が定める。 

（関係者の出席等） 

第７条 附属機関は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出そ

の他必要な協力を求めることができる。 

（守秘義務） 

第８条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

（委任） 

第９条 この規則に定めるもののほか、附属機関の組織及び運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

別表（第２条―第４条関係） 

名称 組織 
委員の 

定数 
委員の構成 委員の任期 

庶務担当

機関 

門真市健康増

進計画・食育推

進計画審議会 

会長 

副会長 

14人 

以内 

(１) 学識経験者 

(２) 保健・医療団体を代表する者 

(３) 福祉団体を代表する者 

(４) 地域団体を代表する者 

(５) 教育団体を代表する者 

(６) 関係団体を代表する者 

(７) 市民の代表 

(８) 関係行政機関の職員 

(９) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要

と認める者 

委嘱の日か

ら当該諮問

に係る答申

が終了する

時まで 

保健福祉

部健康増

進課 

一部改正〔平成25年門真市規則40号・26年40号・61号・27年16号・33号・28年45号・29年16号〕 
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（順不同・敬称略） 

区 分 委員氏名 所属団体名等 

学識経験者 
多門 隆子 相愛大学人間発達学部発達栄養学科 教授（食育分野） 

○新村 由恵 大阪国際大学人間科学部スポーツ行動学科 准教授（健康分野） 

保健・医療団
体を代表する
者 

◎外山 学 門真市医師会  副会長 

磯和 均 門真市歯科医師会 副会長 

西森 哲史 門真市薬剤師会 会長 

福祉団体を代
表する者 清石 広一 門真市社会福祉協議会 事務局長 

地域団体を代
表する者 

葭田 正子 門真市消費生活研究会 会長 

山田 秀二 門真はすねクラブ 事務局長 

品川 幸子 門真エイフボランタリーネットワーク 副会長 

教育団体を代
表する者 上村 梨恵 門真市ＰＴＡ協議会 会長 

関係団体を代
表する者 小野 美枝 守口・門真地域活動栄養士会 カリフラワーの会 

市民の代表 水江 清乃 市民の代表 

関係行政機関
の職員 

小寺 弘明 校長会 会長 

田邉 雅章 大阪府守口保健所 所長 

◎：会長  ○：副会長 

 

 

 

 

 

（設置） 

第１条 本市において、健康増進法（平成 14 年法律第 103 号）及び食育基本法（平成 17 年法律第 63

号）に基づき、門真市健康増進計画・食育推進計画（以下「計画」という。）を策定するに当たり、必要な

事項を総合的に協議及び検討するため、門真市健康増進計画・食育推進計画策定委員会（以下「委員会」

という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会の所掌事務は、次に掲げるとおりとする。 

⑴ 計画の策定に関すること。 

⑵ 計画の進捗管理に関すること。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、計画の策定及び進捗管理に関し、必要と認められる事項に関すること。 

（組織） 

５ 門真市健康増進計画・食育推進計画審議会 委員名簿 

６ 門真市健康増進計画・食育推進計画策定委員会設置要綱 
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第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。 

２ 委員会の委員長は、健康増進課長の職にある者とし、副委員長は、企画課長の職にある者とする。 

３ 委員は、次の表に掲げる職にある者とする。 

文化・自治振興課長、産業振興課長、福祉政策課長、障がい福祉課長、高齢福祉課長、健康保険課長、

こども政策課長、保育幼稚園課長、教育委員会事務局教育総務課長、教育委員会事務局学校教育課長、

教育委員会事務局社会教育課長 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員長は、委員会の会務を総理する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代理す

る。 

（会議） 

第５条 委員会は、委員長が必要に応じて招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

（関係者の出席） 

第６条 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を出席させ、その意見又は説明を聴くほか、

資料の提出その他必要な協力を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、保健福祉部健康増進課において行う。 

（細目） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成 23年 12月 15日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成 24年 11月 15日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成 29年４月１日から施行する。 
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（機構順・敬称略） 

課 名 委員氏名 役職名 

企画課 ○阪本 敏夫 企画財政部企画課長 

文化・自治振興課 丹路 保浩 市民生活部文化・自治振興課長 

産業振興課 春田 義昭 市民生活部産業振興課長 

福祉政策課 清水 順子 保健福祉部福祉政策課長 

健康増進課 ◎髙田 育子 保健福祉部健康増進課長 

障がい福祉課 北倉 透雄 保健福祉部障がい福祉課長 

高齢福祉課 浅田 信二 保健福祉部高齢福祉課長 

健康保険課 山下 貴志 保健福祉部健康保険課長 

こども政策課 田代 勝也 こども部こども政策課長 

保育幼稚園課 花城 勉 こども部保育幼稚園課長 

教育総務課 中野 康宏 教育部教育総務課長 

学校教育課 三村 泰久 教育部学校教育課長 

社会教育課 牧薗 友広 教育部社会教育課長 

◎：委員長  ○：副委員長 

 

 

 

 

（設置） 

第１条 門真市健康増進計画・食育推進計画策定委員会設置要綱（平成 23年 12月 15日施行）第７条の

規定により、門真市健康増進計画・食育推進計画策定委員会の下部組織としてワーキンググループ（以下

「ワーキンググループ」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 ワーキンググループの所掌事務は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 門真市健康増進計画・食育推進計画の策定に係る課題の整理 

(2) 健康づくり及び食育に関する事業についての意見交換 

(3) 門真市健康増進計画・食育推進計画の策定及び運用に関する意見交換 

(4) 門真市健康増進計画・食育推進計画の進捗管理 

(5) 前各号に掲げるもののほか、計画の策定及び運用に必要な事項 

（構成） 

第３条 ワーキンググループは、次の表に掲げる課の職員をもって構成する。 

企画課、文化・自治振興課、産業振興課、福祉政策課、健康増進課、障がい福祉課、高齢福祉課、健康

保険課、こども政策課、保育幼稚園課、教育委員会事務局教育総務課、教育委員会事務局学校教育課、

教育委員会事務局社会教育課 

７ 門真市健康増進計画・食育推進計画策定委員会 委員名簿 

８ 門真市健康増進計画・食育推進計画策定委員会ワーキンググループ設置要綱 
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（リーダー等及び会議） 

第４条 ワ―キンググループにリーダー及びサブリーダーを置き、当該リーダーは健康増進課、サブリーダ

ーは企画課の職員をもって充てる。 

２ ワ―キンググループの会議は、リーダーが必要に応じて招集し、会議の議長となる。 

（関係職員等の出席） 

第５条 ワーキンググループは、構成員以外の関係者に出席を求め、資料の提出及びその意見を聴くことが

できる。 

（報告） 

第６条 リーダーは、ワーキンググループにおける企画立案の過程及びその結果について、門真市健康増進

計画・食育推進計画策定委員会に報告しなければならない。 

（庶務） 

第７条 ワーキンググループの庶務は、保健福祉部健康増進課において行う。 

 附 則 

 この要綱は、平成 24年 11月 15日から施行する。 

 附 則 

 この要綱は、平成 29年４月１日から施行する。 

 

 

 

（機構順・敬称略） 

課 名 委員氏名 

企画課 ○佐藤 一紀 

文化・自治振興課 東 弘 

産業振興課 松本 拓之 

福祉政策課 加古 博行 

健康増進課 ◎松山 貴美子 

障がい福祉課 池田 美岐 

高齢福祉課 富松 祐美 

健康保険課 林田 智美 

こども政策課 高橋 恵 

保育幼稚園課 寺脇 忍 

教育総務課 宇都 知加子 

学校教育課 村田 香織 

社会教育課 松本 雄一 

◎：リーダー  ○：サブリーダー 

  

９ 門真市健康増進計画・食育推進計画策定委員会ワーキンググループ 委員名簿 
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10 門真市健康増進計画・食育推進計画について（諮問） 
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11 門真市健康増進計画・食育推進計画について（答申） 



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

門真市健康増進計画・食育推進計画 


